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諮問第１号

人権擁護委員の候補者の推薦について

人権擁護委員の候補者として別紙の者を法務大臣に推薦したいので，人

権擁護委員法（昭和２４年法律第１３９号）第６条第３項の規定により，

議会の意見を求める。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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別 紙（諮問第１号）

住 所 大崎市鳴子温泉鬼首

氏 名 髙 橋 和 広

生



諮問第２号

人権擁護委員の候補者の推薦について

人権擁護委員の候補者として別紙の者を法務大臣に推薦したいので，人

権擁護委員法（昭和２４年法律第１３９号）第６条第３項の規定により，

議会の意見を求める。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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別 紙（諮問第２号）

住 所 大崎市松山千石

氏 名 松 本 美 佐 子

生



諮問第３号

人権擁護委員の候補者の推薦について

人権擁護委員の候補者として別紙の者を法務大臣に推薦したいので，人

権擁護委員法（昭和２４年法律第１３９号）第６条第３項の規定により，

議会の意見を求める。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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別 紙（諮問第３号）

住 所 大崎市古川南沢

氏 名 中 村 弥 生

生



諮問第４号

人権擁護委員の候補者の推薦について

人権擁護委員の候補者として別紙の者を法務大臣に推薦したいので，人

権擁護委員法（昭和２４年法律第１３９号）第６条第３項の規定により，

議会の意見を求める。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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別 紙（諮問第４号）

住 所 大崎市古川福沼

氏 名 佐 々 木 正 弘

生



諮問第５号

人権擁護委員の候補者の推薦について

人権擁護委員の候補者として別紙の者を法務大臣に推薦したいので，人

権擁護委員法（昭和２４年法律第１３９号）第６条第３項の規定により，

議会の意見を求める。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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別 紙（諮問第５号）

住 所 大崎市岩出山下野目

氏 名 高 橋 一 浩

生



諮問第６号

人権擁護委員の候補者の推薦について

人権擁護委員の候補者として別紙の者を法務大臣に推薦したいので，人

権擁護委員法（昭和２４年法律第１３９号）第６条第３項の規定により，

議会の意見を求める。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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別 紙（諮問第６号）

住 所 大崎市鹿島台大迫

氏 名 佐 藤 政 重

生



議案第１号

専決処分の承認を求めることについて

令和６年１２月２７日，令和６年度大崎市一般会計補正予算について，

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定により次

のとおり専決処分したので，同条第３項の規定によりこれを報告し，承認

を求める。

令和６年度大崎市一般会計補正予算（第１０号）

令和６年度大崎市一般会計の補正予算（第１０号）は，次に定めるとこ

ろによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５１２，９８７千円を追

加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６７，９０７，９６８千

円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は，「第１表 歳入歳出予算補正」による。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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     第 １ 表　    歳   入   歳   出   予   算   補   正

歳  入 (単位:千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

18 寄 附 金 38,195 478,933 517,128

1 寄 附 金 38,195 478,933 517,128

20 繰 越 金 662,107 34,054 696,161

1 繰 越 金 662,107 34,054 696,161

補 正 さ れ な か っ た 款 項 に 係 る 額 66,694,679 66,694,679

歳        入        合        計 67,394,981 512,987 67,907,968

歳  出 (単位:千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

2 総 務 費 6,925,852 512,987 7,438,839

1 総 務 管 理 費 5,954,253 512,987 6,467,240

補 正 さ れ な か っ た 款 項 に 係 る 額 60,469,129 60,469,129

歳        出        合        計 67,394,981 512,987 67,907,968
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議案第２号

専決処分の承認を求めることについて

令和７年１月１０日，令和６年度大崎市一般会計補正予算について，地

方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定により次の

とおり専決処分したので，同条第３項の規定によりこれを報告し，承認を

求める。

令和６年度大崎市一般会計補正予算（第１１号）

令和６年度大崎市一般会計の補正予算（第１１号）は，次に定めるとこ

ろによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２１０，０００千円を追

加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６８，１１７，９６８千

円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は，「第１表 歳入歳出予算補正」による。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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     第 １ 表　    歳   入   歳   出   予   算   補   正

歳  入 (単位:千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

19 繰 入 金 4,346,964 179,354 4,526,318

1 基 金 繰 入 金 4,296,518 179,354 4,475,872

20 繰 越 金 696,161 30,646 726,807

1 繰 越 金 696,161 30,646 726,807

補 正 さ れ な か っ た 款 項 に 係 る 額 62,864,843 62,864,843

歳        入        合        計 67,907,968 210,000 68,117,968

歳  出 (単位:千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

8 土 木 費 7,973,873 210,000 8,183,873

2 道 路 橋 り ょ う 費 2,178,688 210,000 2,388,688

補 正 さ れ な か っ た 款 項 に 係 る 額 59,934,095 59,934,095

歳        出        合        計 67,907,968 210,000 68,117,968
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議案第３号

教育委員会委員の任命について

本市教育委員会委員に別紙の者を任命したいので，地方教育行政の組織

及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第４条第２項の規定

により，議会の同意を求める。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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別 紙（議案第３号）

住 所 仙台市青葉区

氏 名 佐 藤 寛

生



議案第４号

令和７年度大崎市一般会計予算

令和７年度大崎市一般会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ６５，５１０，０００

千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表 歳

入歳出予算」による。

（債務負担行為）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１４条の規定により

債務を負担する行為をすることができる事項，期間及び限度額は，「第

２表 債務負担行為」による。

（地方債）

第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地

方債の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法は，「第

３表 地方債」による。

（一時借入金）

第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入

れの最高額は，１２，０００，０００千円と定める。

（歳出予算の流用）

第５条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各

項の経費の金額を流用することができる場合は，次のとおりと定める。

各項に計上した報酬，給料，職員手当及び共済費に係る予算額に過不

足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用
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令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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             第  １  表　    歳    入    歳    出    予    算

歳  入 (単位：千円)

款 項 金 額

1 市 税 １７，２６９，９９９

1 市 民 税 ６，６０７，０２３

2 固 定 資 産 税 ８，２９３，９４０

3 軽 自 動 車 税 ５００，８６１

4 市 た ば こ 税 １，０２６，７８３

5 入 湯 税 ６４，９１９

6 都 市 計 画 税 ７７６，４７３

2 地 方 譲 与 税 ６７６，６８９

1 地 方 揮 発 油 譲 与 税 １４０，３９０

2 自 動 車 重 量 譲 与 税 ４４２，０４０

3 地 方 道 路 譲 与 税 １

4 森 林 環 境 譲 与 税 ９４，２５８

3 利 子 割 交 付 金 ８，３６９

1 利 子 割 交 付 金 ８，３６９

4 配 当 割 交 付 金 ５７，７７３

1 配 当 割 交 付 金 ５７，７７３

5 株式等譲渡所得割交付金 ６５，７８２

1 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 ６５，７８２

6 法 人 事 業 税 交 付 金 ３４１，３１０

1 法 人 事 業 税 交 付 金 ３４１，３１０

7 地 方 消 費 税 交 付 金 ３，５７８，８８２

1 地 方 消 費 税 交 付 金 ３，５７８，８８２

8 ゴルフ場利用税交付金 １１，５６４

1 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 １１，５６４

9 環 境 性 能 割 交 付 金 ８８，１００

1 環 境 性 能 割 交 付 金 ８８，１００

10 地 方 特 例 交 付 金 １４８，１９７

1 地 方 特 例 交 付 金 １３２，９２７

2 新型コロナウイルス感染症対 １４，６６４

策地方税減収補填特別交付金

3 定額減税減収補填特例交付金 ６０６

11 地 方 交 付 税 １７，９８０，０００

1 地 方 交 付 税 １７，９８０，０００

12 交通安全対策特別交付金 １６，５９８

1 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 １６，５９８
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(単位：千円)

款 項 金 額

13 分 担 金 及 び 負 担 金 ４２４，６４２

1 負 担 金 ４２４，６４２

14 使 用 料 及 び 手 数 料 ４８０，４５３

1 使 用 料 ４１１，０８０

2 手 数 料 ６９，３７３

15 国 庫 支 出 金 ９，５０３，６４２

1 国 庫 負 担 金 ７，６５４，０８７

2 国 庫 補 助 金 １，７５６，６０７

3 委 託 金 ９２，９４８

16 県 支 出 金 ４，３４５，７００

1 県 負 担 金 ２，５２６，３９０

2 県 補 助 金 １，５６１，２８２

3 委 託 金 ２５８，０２８

17 財 産 収 入 １１７，１５４

1 財 産 運 用 収 入 ８８，９０３

2 財 産 売 払 収 入 ２８，２５１

18 寄 附 金 ５，００１

1 寄 附 金 ５，００１

19 繰 入 金 ２，９１３，５２２

1 基 金 繰 入 金 ２，９１３，５２２

20 繰 越 金 ４００，０００

1 繰 越 金 ４００，０００

21 諸 収 入 １，５４２，５２３

1 延 滞 金 ， 加 算 金 及 び 過 料 １０，２００

2 市 預 金 利 子 １

3 貸 付 金 元 利 収 入 ６５４，３４４

4 雑 入 ８７７，９７８

22 市 債 ５，５３４，１００

1 市 債 ５，５３４，１００

６５，５１０，０００歳        入        合        計
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歳  出 (単位：千円)

款 項 金 額

1 議 会 費 ３５１，４５４

1 議 会 費 ３５１，４５４

2 総 務 費 ６，８１１，９００

1 総 務 管 理 費 ５，５５２，０６９

2 徴 税 費 ７１５，６５９

3 戸 籍 住 民 基 本 台 帳 費 ２４４，３１７

4 選 挙 費 １７６，９７１

5 統 計 調 査 費 ７８，４７５

6 監 査 委 員 費 ４４，４０９

3 民 生 費 ２２，１４９，０２５

1 社 会 福 祉 費 ８，８１７，８１５

2 児 童 福 祉 費 １０，５７２，３８４

3 生 活 保 護 費 ２，７５１，５６５

4 災 害 救 助 費 ７，２６１

4 衛 生 費 ７，００１，３５８

1 保 健 衛 生 費 ４，８９８，３５４

2 清 掃 費 ２，１０３，００４

5 労 働 費 ３２，４２３

1 労 働 諸 費 ３２，４２３

6 農 林 水 産 業 費 １，８５５，７６１

1 農 業 費 １，７１７，４５６

2 林 業 費 １３８，３０５

7 商 工 費 １，６９３，１９１

1 商 工 費 １，６９３，１９１

8 土 木 費 ６，６４４，１０９

1 土 木 管 理 費 ５７３，１３７

2 道 路 橋 り ょ う 費 ２，１００，８４５

3 河 川 費 ５４５，２９２

4 都 市 計 画 費 ３，１０９，５４１

5 住 宅 費 ３１５，２９４

9 消 防 費 ２，４３１，５５１

1 消 防 費 ２，４３１，５５１
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(単位：千円)

款 項 金 額

10 教 育 費 ６，９９７，０２５

1 教 育 総 務 費 １，５４２，８９４

2 小 学 校 費 １，２１３，６３４

3 中 学 校 費 ４５５，３８５

4 幼 稚 園 費 ２，９６５

5 社 会 教 育 費 １，６６４，２３８

6 保 健 体 育 費 ２，１１７，９０９

11 災 害 復 旧 費 １

1 公 共 土 木 施 設 災 害 復 旧 費 １

12 公 債 費 ９，４４２，２０２

1 公 債 費 ９，４４２，２０２

13 予 備 費 １００，０００

1 予 備 費 １００，０００

６５，５１０，０００歳        出        合        計
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（単位：千円）

第 ２ 表　　債　務　負　担　行　為

事　　　項 期　　　間 限度額

おおさき日本語学校留学生奨学支援金 令和８年度 40,095 

総合計画策定支援業務委託 令和８年度 9,628 

地域路線バス運行維持補助金 令和８年度 63,413 

住民情報系システム標準化更新事業 自 令和８年度　至 令和１０年度 340,958 

住民情報系システムリース（標準化機
器）

自 令和８年度　至 令和１２年度 39,523 

行政診断改善支援業務委託 自 令和８年度　至 令和９年度 11,000 

総合行政ネットワーク（第五次LGWAN）回
線提供業務

自 令和８年度　至 令和１２年度 5,399 

総合行政ネットワーク（第五次LGWAN）機
器リース

令和８年度 1,309 

市長選挙ポスター掲示場設置等業務委託 自 令和７年度　至 令和８年度 6,853 

市長選挙公報印刷業務 自 令和７年度　至 令和８年度 1,114 

市議会議員選挙ポスター掲示場設置等業
務委託

自 令和７年度　至 令和８年度 16,467 

市議会議員選挙公報印刷業務 自 令和７年度　至 令和８年度 3,907 

中小企業振興資金融資損失補償 自 令和８年度　至 令和２０年度 60,000 

道路橋りょう除雪等事業 令和８年度 700 

都市計画道路見直し調査業務委託 自 令和８年度　至 令和９年度 9,194 

市民プール大規模改修事業 令和８年度 246,161 
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（単位：千円）

起債の目的 限度額 起債の方法 利率 償還の方法

庁 舎 等 設 備 整 備 事 業 109,800 
証書借入

又は
証券発行

3.0％以内
（ただし，利率
見直し方式で借
入れる政府資金
及び地方公共団
体金融機構資金
について，利率
の見直しを行っ
た後において
は，当該見直し
後の利率）

起債年度から据
置期間を含め30
年以内に元利均
等償還又は元金
均等償還により
償還する。ただ
し，融通条件又
は財政の都合に
より償還年限を
短縮し，若しく
は低利債に借り
換えることがで
きる。

地 域 振 興 施 設 整 備 事 業 51,100 同上 同上 同上

施 設 等 除 却 事 業 46,500 同上 同上 同上

児 童 保 育 施 設 整 備 事 業 63,600 同上 同上 同上

放課後児童支援施設整備事業 75,900 同上 同上 同上

水 道 事 業 出 資 事 業 6,400 同上 同上 同上

土 地 改 良 事 業 51,000 同上 同上 同上

観 光 施 設 整 備 事 業 213,400 同上 同上 同上

道 路 新 設 改 良 事 業 961,300 同上 同上 同上

排 水 路 等 整 備 事 業 306,500 同上 同上 同上

河 川 等 浚 渫 事 業 77,000 同上 同上 同上

街 路 整 備 事 業 86,100 同上 同上 同上

市 街 地 整 備 事 業 185,500 同上 同上 同上

住 宅 整 備 事 業 29,100 同上 同上 同上

消 防 施 設 整 備 事 業 101,800 同上 同上 同上

児 童 等 通 学 支 援 事 業 55,800 同上 同上 同上

学 校 教 育 環 境 整 備 事 業 24,300 同上 同上 同上

小 学 校 施 設 改 修 事 業 448,900 同上 同上 同上

第　３　表　　　地　　方　　債
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中 学 校 施 設 改 修 事 業 2,400 同上 同上 同上

公 民 館 施 設 整 備 事 業 5,800 同上 同上 同上

文 化 施 設 整 備 事 業 6,100 同上 同上 同上

学 校 給 食 施 設 整 備 事 業 98,800 同上 同上 同上

体 育 施 設 整 備 事 業 386,900 同上 同上 同上
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議案第５号

令和７年度大崎市市有林事業特別会計予算

令和７年度大崎市市有林事業特別会計の予算は，次に定めるところによ

る。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ４０，４９６千円と定

める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表 歳

入歳出予算」による。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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             第  １  表　    歳    入    歳    出    予    算

歳  入 (単位：千円)

款 項 金 額

1 県 支 出 金 １６，１５２

1 県 補 助 金 １６，１５２

2 財 産 収 入 １２，００６

1 財 産 運 用 収 入 ２０６

2 財 産 売 払 収 入 １１，８００

3 繰 入 金 １１，８３７

1 他 会 計 繰 入 金 １１，８３７

4 繰 越 金 ５００

1 繰 越 金 ５００

5 諸 収 入 １

1 雑 入 １

４０，４９６

歳  出 (単位：千円)

款 項 金 額

1 総 務 費 ７２７

1 総 務 管 理 費 ７２７

2 造 林 事 業 費 ３７，６１０

1 造 林 事 業 費 ３７，６１０

3 公 債 費 ２，１５９

1 公 債 費 ２，１５９

４０，４９６

歳        入        合        計

歳        出        合        計
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議案第６号

令和７年度大崎市奨学資金貸与事業特別会計予算

令和７年度大崎市奨学資金貸与事業特別会計の予算は，次に定めるとこ

ろによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ２６，０１５千円と定

める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表 歳

入歳出予算」による。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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             第  １  表　    歳    入    歳    出    予    算

歳  入 (単位：千円)

款 項 金 額

1 財 産 収 入 ２１４

1 財 産 運 用 収 入 ２１４

2 寄 附 金 １

1 寄 附 金 １

3 繰 越 金 １

1 繰 越 金 １

4 諸 収 入 １８，４０８

1 貸 付 金 元 利 収 入 １８，４０８

5 繰 入 金 ７，３９１

1 基 金 繰 入 金 ７，３９１

２６，０１５

歳  出 (単位：千円)

款 項 金 額

1 総 務 費 ２１５

1 総 務 管 理 費 ２１５

2 事 業 費 ２５，８００

1 貸 与 事 業 費 ２５，８００

２６，０１５

歳        入        合        計

歳        出        合        計
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議案第７号

令和７年度大崎市夜間急患センター事業特別会計予算

令和７年度大崎市夜間急患センター事業特別会計の予算は，次に定める

ところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ１４７，７６３千円と

定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表 歳

入歳出予算」による。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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             第  １  表　    歳    入    歳    出    予    算

歳  入 (単位：千円)

款 項 金 額

1 分 担 金 及 び 負 担 金 ２３，８０７

1 負 担 金 ２３，８０７

2 使 用 料 及 び 手 数 料 ３９，４６３

1 使 用 料 ３８，９８３

2 手 数 料 ４８０

3 繰 入 金 ７８，４６３

1 他 会 計 繰 入 金 ７８，４６３

4 繰 越 金 ６，０００

1 繰 越 金 ６，０００

5 諸 収 入 ３０

1 雑 入 ３０

１４７，７６３

歳  出 (単位：千円)

款 項 金 額

1 夜 間 急 患 セ ン タ ー 費 １４５，７６３

1 夜 間 急 患 セ ン タ ー 費 １４５，７６３

2 予 備 費 ２，０００

1 予 備 費 ２，０００

１４７，７６３

歳        入        合        計

歳        出        合        計
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議案第８号

令和７年度大崎市日本語学校事業特別会計予算

令和７年度大崎市日本語学校事業特別会計の予算は，次に定めるところ

による。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ８９，７１４千円と定

める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表 歳

入歳出予算」による。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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             第  １  表　    歳    入    歳    出    予    算

歳  入 (単位：千円)

款 項 金 額

1 使 用 料 及 び 手 数 料 ３９，９７５

1 使 用 料 ３９，５２５

2 手 数 料 ４５０

2 繰 入 金 ３９，００７

1 他 会 計 繰 入 金 ３９，００７

3 諸 収 入 １０，７３２

1 雑 入 １０，７３２

８９，７１４

歳  出 (単位：千円)

款 項 金 額

1 日 本 語 学 校 費 ８８，７１４

1 日 本 語 学 校 費 ８８，７１４

2 予 備 費 １，０００

1 予 備 費 １，０００

８９，７１４

歳        入        合        計

歳        出        合        計
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議案第９号

令和７年度大崎市国民健康保険特別会計予算

令和７年度大崎市国民健康保険特別会計の予算は，次に定めるところに

よる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ１３，６２８，７１７

千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表 歳

入歳出予算」による。

（歳出予算の流用）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２２０条第２項ただし

書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場

合は，次のとおりと定める。

保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同

一款内でのこれらの経費の各項の間の流用

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志

- 29 -



             第  １  表　    歳    入    歳    出    予    算

歳  入 (単位：千円)

款 項 金 額

1 国 民 健 康 保 険 税 １，８５２，８８６

1 国 民 健 康 保 険 税 １，８５２，８８６

2 使 用 料 及 び 手 数 料 ２０９

1 手 数 料 ２０９

3 国 庫 支 出 金 １

1 国 庫 補 助 金 １

4 県 支 出 金 １０，４１５，９９５

1 県 補 助 金 １０，４１５，９９５

5 財 産 収 入 １，１１７

1 財 産 運 用 収 入 １，１１７

6 繰 入 金 １，３４７，９０８

1 他 会 計 繰 入 金 ８２２，９４５

2 基 金 繰 入 金 ５２４，９６３

7 繰 越 金 ４，０００

1 繰 越 金 ４，０００

8 諸 収 入 ６，６０１

1 延 滞 金 ， 加 算 金 及 び 過 料 ５，６００

2 雑 入 １，００１

１３，６２８，７１７歳        入        合        計
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歳  出 (単位：千円)

款 項 金 額

1 総 務 費 ７４，８３３

1 総 務 管 理 費 ４４，３２１

2 徴 税 費 ３０，０５４

3 運 営 協 議 会 費 ４５８

2 保 険 給 付 費 １０，０２０，０１１

1 療 養 諸 費 ８，６３１，９６７

2 高 額 療 養 費 １，３５２，５３３

3 移 送 費 １００

4 出 産 育 児 諸 費 ２２，５１０

5 葬 祭 諸 費 １２，９００

6 傷 病 手 当 諸 費 １

3 ３，３５６，１４８

1 医 療 給 付 費 分 ２，２８１，７２３

2 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 分 ８２８，３５７

3 介 護 納 付 金 分 ２４６，０６８

4 保 健 事 業 費 １２８，９９７

1 保 健 事 業 費 １２８，９９７

5 基 金 積 立 金 １，１１７

1 基 金 積 立 金 １，１１７

6 諸 支 出 金 １７，６１１

1 償 還 金 及 び 還 付 加 算 金 １７，６１１

7 予 備 費 ３０，０００

1 予 備 費 ３０，０００

１３，６２８，７１７歳        出        合        計

国 民 健 康 保 険
事 業 費 納 付 金
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議案第１０号

令和７年度大崎市後期高齢者医療特別会計予算

令和７年度大崎市後期高齢者医療特別会計の予算は，次に定めるところ

による。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ１，６８９，６３２千

円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表 歳

入歳出予算」による。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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             第  １  表　    歳    入    歳    出    予    算

歳  入 (単位：千円)

款 項 金 額

1 後期高齢者医療保険料 １，２７２，２７４

1 後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 １，２７２，２７４

2 使 用 料 及 び 手 数 料 １５

1 手 数 料 １５

3 繰 入 金 ４１４，３８２

1 他 会 計 繰 入 金 ４１４，３８２

4 繰 越 金 ５１０

1 繰 越 金 ５１０

5 諸 収 入 ２，４５１

1 延 滞 金 ， 加 算 金 及 び 過 料 ５０

2 償 還 金 及 び 還 付 加 算 金 ２，４０１

１，６８９，６３２

歳  出 (単位：千円)

款 項 金 額

1 総 務 費 ２２，３４３

1 総 務 管 理 費 １３，８０５

2 徴 収 費 ８，５３８

2 １，６６４，３７８

1 後期高齢者医療広域連合納付金 １，６６４，３７８

3 諸 支 出 金 ２，４１１

1 償 還 金 及 び 還 付 加 算 金 ２，４１１

4 予 備 費 ５００

1 予 備 費 ５００

１，６８９，６３２

歳        入        合        計

歳        出        合        計

後 期 高 齢 者 医 療
広 域 連 合 納 付 金
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議案第１１号

令和７年度大崎市介護保険特別会計予算

令和７年度大崎市介護保険特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ１３，８９８，４４６

千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表 歳

入歳出予算」による。

（債務負担行為）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１４条の規定により

債務を負担する行為をすることができる事項，期間及び限度額は，「第

２表 債務負担行為」による。

（歳出予算の流用）

第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各

項の経費の金額を流用することができる場合は，次のとおりと定める。

保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同

一款内でのこれらの経費の各項の間の流用

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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             第  １  表　    歳    入    歳    出    予    算

歳  入 (単位：千円)

款 項 金 額

1 介 護 保 険 料 ２，９１３，１１９

1 介 護 保 険 料 ２，９１３，１１９

2 使 用 料 及 び 手 数 料 ４０

1 手 数 料 ４０

3 国 庫 支 出 金 ３，３８３，４８２

1 国 庫 負 担 金 ２，３９５，９２７

2 国 庫 補 助 金 ９８７，５５５

4 支 払 基 金 交 付 金 ３，６３９，７１８

1 支 払 基 金 交 付 金 ３，６３９，７１８

5 県 支 出 金 １，９５７，８０７

1 県 負 担 金 １，８５８，３４０

2 県 補 助 金 ９９，４６７

6 財 産 収 入 １，２０６

1 財 産 運 用 収 入 １，２０６

7 繰 入 金 ２，００１，０２２

1 他 会 計 繰 入 金 １，９９９，６８０

2 基 金 繰 入 金 １，３４２

8 繰 越 金 ２，０００

1 繰 越 金 ２，０００

9 諸 収 入 ５２

1 延 滞 金 ， 加 算 金 及 び 過 料 ５０

2 雑 入 ２

１３，８９８，４４６歳        入        合        計
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歳  出 (単位：千円)

款 項 金 額

1 総 務 費 １２７，９４６

1 総 務 管 理 費 ７，６９６

2 徴 収 費 １４，２８２

3 介 護 認 定 審 査 会 費 １０５，８２３

4 計 画 策 定 費 １４５

2 保 険 給 付 費 １３，０９０，０８２

1 介 護 サ ー ビ ス 等 諸 費 １２，０７７，６７５

2 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 諸 費 １９４，４６０

3 そ の 他 諸 費 １２，６６３

4 高 額 介 護 サ ー ビ ス 等 費 ２８０，５７１

5 高額医療合算介護サービス等費 ３１，３９９

6 特定入所者介護サービス等費 ４９３，３１４

3 地 域 支 援 事 業 費 ６７１，４６８

1 介 護 予 防 事 業 費 ４９，０２６

2 包括的支援事業・任意事業費 ２８１，１０４

3 介 護 予 防 ・ 生 活 支 援
サ ー ビ ス 事 業 費

３４０，２００

4 そ の 他 諸 費 １，１３８

4 基 金 積 立 金 １，２０６

1 基 金 積 立 金 １，２０６

5 諸 支 出 金 ５，７４４

1 償 還 金 及 び 還 付 加 算 金 ５，７４４

6 予 備 費 ２，０００

1 予 備 費 ２，０００

１３，８９８，４４６歳        出        合        計
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（単位：千円）

第 ２ 表　　債　務　負　担　行　為

事　　　項 期　　　間 限度額

介護認定審査会支援システムリース 自　令和７年度　至　令和１０年度 2,643 
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議案第１２号

令和７年度大崎市宅地造成事業特別会計予算

令和７年度大崎市宅地造成事業特別会計の予算は，次に定めるところに

よる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ９，４４０千円と定め

る。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表 歳

入歳出予算」による。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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             第  １  表　    歳    入    歳    出    予    算

歳  入 (単位：千円)

款 項 金 額

1 財 産 収 入 ４，０９６

1 財 産 売 払 収 入 ４，０９６

2 繰 越 金 ５，３４４

1 繰 越 金 ５，３４４

９，４４０

歳  出 (単位：千円)

款 項 金 額

1 総 務 費 ８，９４０

1 総 務 管 理 費 ８，９４０

2 予 備 費 ５００

1 予 備 費 ５００

９，４４０

歳        入        合        計

歳        出        合        計
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議案第１３号

令和７年度大崎市工業団地造成事業特別会計予算

令和７年度大崎市工業団地造成事業特別会計の予算は，次に定めるとこ

ろによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ８８１千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表 歳

入歳出予算」による。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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             第  １  表　    歳    入    歳    出    予    算

歳  入 (単位：千円)

款 項 金 額

1 財 産 収 入 １

1 財 産 売 払 収 入 １

2 繰 越 金 ５２０

1 繰 越 金 ５２０

3 繰 入 金 ３６０

1 他 会 計 繰 入 金 ３６０

８８１

歳  出 (単位：千円)

款 項 金 額

1 管 理 費 ７８１

1 総 務 管 理 費 ７８１

2 予 備 費 １００

1 予 備 費 １００

８８１

歳        入        合        計

歳        出        合        計
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議案第１４号

令和７年度大崎市水道事業会計予算

（総則）

第１条 令和７年度大崎市水道事業会計の予算は，次に定めるところによ

る。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は，次のとおりとする。

(１) 給水戸数 ５２，１４８戸

(２) 年間総給水量 １４，７０６，６８６㎥

(３) 一日平均給水量 ４０，２９２㎥

(４) 主要な建設改良事業

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

支 出

配水施設整備事業 １，８４８，４００千円

第１款 水道事業収益 ３，９１４，３３２千円

第１項 営業収益 ３，７０１，５８５千円

第２項 営業外収益 ２１２，７４２千円

第３項 特別利益 ５千円

第１款 水道事業費用 ３，９３７，９６２千円

第１項 営業費用 ３，７７２，７９９千円

第２項 営業外費用 １３６，６６３千円

第３項 特別損失 ８，５００千円

第４項 予備費 ２０，０００千円
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（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。（資本的

収入額が資本的支出額に対し不足する額１，５１８，１８７千円は，当

年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額及び過年度分損益勘定留

保資金で補塡するものとする。）

収 入

支 出

（債務負担行為）

第５条 債務負担行為をすることができる事項，期間及び限度額は，次の

とおりと定める。

第１款 水道事業資本的収入 １，１４７，４２６千円

第１項 企業債 ９８１，８００千円

第２項 補助金 ２３，８５８千円

第３項 負担金 ８２，０７０千円

第４項 他会計負担金 ５３，２９７千円

第５項 出資金 ６，４００千円

第６項 固定資産売却代金 １千円

第１款 水道事業資本的支出 ２，６６５，６１３千円

第１項 建設改良費 １，８７５，１７８千円

第２項 企業債償還金 ６８０，１８５千円

第３項 投資 １００，２５０千円

第４項 予備費 １０，０００千円

事 項 期 間 限 度 額（千円）

給水管布設工事
資金融資利子補
給

自令和８年度 至令和１２年度
給水管布設工事資金
借入額の利子に相当
する額

給水管布設工事
資金融資に伴う
損失補償

自令和７年度 至令和１２年度
給水管布設工事資金
未償還元金の 10％
に相当する額

水道台帳閲覧シ
ステムリース

自令和８年度 至令和９年度 2,678
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（企業債）

第６条 起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法は，次の

とおりと定める。

（一時借入金）

第７条 一時借入金の限度額は，２００，０００千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は，次

のとおりと定める。

(１) 営業費用

(２) 営業外費用

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第９条 次に掲げる経費については，その経費の金額を，それ以外の経費

の金額に流用し，又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合

量水器購入 自令和７年度 至令和８年度 75,000

起債の

目的

限度額

(千円)

起債の

方法
利率 償還の方法

配水管整備
事業

346,700 証書借入

5.0％以内
（ただし，利率
見直し方式で借
入れる政府資金
及び地方公共団
体金融機構資金
について，利率
の見直しを行っ
た 後 に お い て
は，当該見直し
後の利率）

政府資金，地方公
共団体金融機構資
金及びその他の借
入先の融資条件に
よる。ただし，企
業財政の都合によ
り据置期間及び償
還年限を短縮し，
若しくは繰上償還
又は低利債に借り
換えることができ
る。

水道施設整
備事業

612,400 同上 同上 同上

水道総合地
震対策事業

22,700 同上 同上 同上
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は，議会の議決を経なければならない。

(１) 職員給与費 ２７７，７７３千円

（他会計からの補助金）

第１０条 水道事業経営のため大崎市一般会計からこの会計へ補助を受け

る金額は，２３，１０１千円である。

（たな卸資産購入限度額）

第１１条 たな卸資産の購入限度額は，６５，０００千円と定める。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第１５号

令和７年度大崎市下水道事業会計予算

（総則）

第１条 令和７年度大崎市下水道事業会計の予算は，次に定めるところに

よる。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は，次のとおりとする。

(１) 排水戸数 ２７，７９４戸

(２) 年間総処理水量 ７，５３２，７３５㎥

(３) 一日平均処理水量 ２０，６３７㎥

(４) 主要な建設改良事業

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

支 出

下水道整備事業 １，６４０，２１７千円

第１款 下水道事業収益 ４，３５５，５９１千円

第１項 営業収益 １，８８４，４７９千円

第２項 営業外収益 ２，４４４，９４０千円

第３項 特別利益 ２６，１７２千円

第１款 下水道事業費用 ４，６７０，５６４千円

第１項 営業費用 ４，３１６，８５０千円

第２項 営業外費用 ３３０，１１１千円

第３項 特別損失 ３，６０３千円

第４項 予備費 ２０，０００千円
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（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。（資本的

収入額が資本的支出額に対し不足する額１，２３４，２０２千円は，当

年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額，過年度分損益勘定留保

資金及び当年度分損益勘定留保資金で補塡するものとする。）

収 入

支 出

（債務負担行為）

第５条 債務負担行為をすることができる事項，期間及び限度額は，次の

とおりと定める。

第１款 下水道事業資本的収入 ３，３４７，４０２千円

第１項 企業債 １，７１５，４００千円

第２項 他会計出資金 ７１０，０００千円

第３項 他会計補助金 ２２３，３８１千円

第４項 国県補助金 ６５９，５００千円

第５項 負担金及び分担金 ３９，１２１千円

第１款 下水道事業資本的支出 ４，５８１，６０４千円

第１項 建設改良費 １，６４０，２１７千円

第２項 企業債償還金 ２，９３１，３８７千円

第３項 予備費 １０，０００千円

事 項 期 間 限 度 額（千円）

水洗便所改造資

金融資利子補給
自令和８年度 至令和１２年度

水洗便所改造資金

借入額の利子に相

当する額

水洗便所改造資

金融資に伴う損

失補償

自令和７年度 至令和１２年度

水洗便所改造資金

未償還元金の 10％

に相当する額
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（企業債）

第６条 起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法は，次の

とおりと定める。

起債の

目的

限度額

(千円)

起債の

方法
利率 償還の方法

公共下水道整

備事業
493,700 証書借入

5.0％以内

（ただし，利率

見直し方式で借

入れる政府資金

及び地方公共団

体金融機構資金

について，利率

の見直しを行っ

た 後 に お い て

は，当該見直し

後の利率）

起債年度から据

置期間を含め 40

年以内に元利均

等償還又は元金

均等償還により

償還する。ただ

し，融通条件又

は財政の都合に

より償還年限を

短縮し，若しく

は借り換えるこ

とができる。

特定環境保全

公共下水道整

備事業

164,500 同上 同上 同上

浄化槽整備事

業
76,200 同上 同上 同上

流域下水道整

備事業
45,900 同上 同上 同上

資本費平準化

債（公共下水

道事業）

162,000 同上 同上 同上

資本費平準化

債（特定環境

保全公共下水

道事業）

100,000 同上 同上 同上

資本費平準化

債（農業集落

排水事業）

200,000 同上 同上 同上

特別措置分

（公共下水道

事業）

72,200 同上 同上 同上
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（一時借入金）

第７条 一時借入金の限度額は，２，０００，０００千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は，次

のとおりと定める。

(１) 営業費用

(２) 営業外費用

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第９条 次に掲げる経費については，その経費の金額を，それ以外の経費

の金額に流用し，又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合

は，議会の議決を経なければならない。

(１) 職員給与費 １８８，８０９千円

（他会計からの補助金）

第１０条 下水道事業経営のため大崎市一般会計からこの会計へ補助を受

ける金額は，１，３７６，４７０千円である。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第１６号

令和７年度大崎市病院事業会計予算

（総則）

第１条 令和７年度大崎市病院事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は，次のとおりとする。

(１) 大崎市民病院

(２) 大崎市民病院鳴子温泉分院

(３) 大崎市民病院岩出山分院

(４) 大崎市民病院鹿島台分院

(５) 大崎市民病院田尻診療所

病床数 一般４９４床 感染症６床 計５００床

区 分 入 院 外 来

年間患者数 １４７，８２５人 ２６５，４３５人

１日平均患者数 ４０５．０人 １，０８８．０人

病床数 一般４０床

区 分 入 院 外 来

年間患者数 １２，７７５人 １５，００４人

１日平均患者数 ３５．０人 ６２．０人

病床数 一般４０床

区 分 入 院 外 来

年間患者数 １２，７７５人 ２２，３４０人

１日平均患者数 ３５．０人 ９２．３人

病床数 一般４０床

区 分 入 院 外 来

年間患者数 １３，１４０人 ３２，７５５人

１日平均患者数 ３６．０人 １３５．４人

区 分 外 来

年間患者数 １０，４９９人

１日平均患者数 ４３．４人
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(６) 大崎市民病院健康管理センター

(７) 主要な建設改良事業

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第１款 病院事業収益 ２７，７６８，５５８千円

第１項 医業収益 ２４，７９２，５４３千円

第２項 医業外収益 ２，８１８，６３９千円

第３項 特別利益 １５７，３７６千円

支 出

第１款 病院事業費用 ２８，７１４，８５４千円

第１項 医業費用 ２８，３５６，４９８千円

第２項 医業外費用 ３３３，６０５千円

第３項 特別損失 １４，７５１千円

第４項 予備費 １０，０００千円

（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。（資本的収

入額が資本的支出額に対し不足する額８８６，２６６千円は，当年度分消

費税及び地方消費税資本的収支調整額，過年度分損益勘定留保資金で補塡

するものとする。）

区 分 外 来

年間患者数 ９７５人

１日平均患者数 ４．０人

区 分 健 診

年間利用者数 １６，７９０人

１日平均利用者数 ６９．４人

区 分 予 定 額

医療設備等整備事業 １，１６５，１１４千円

病院建設事業 ７５０，８０５千円

医療施設等整備事業 １７１，１３５千円
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収 入

第１款 資本的収入 ２，８２５，４０４千円

第１項 企業債 ２，０８７，０００千円

第２項 負担金交付金 ７３６，８４８千円

第３項 他会計補助金 １，５５３千円

第４項 長期貸付金返還金 ２千円

第５項 固定資産売却代金 １千円

支 出

第１款 資本的支出 ３，７１１，６７０千円

第１項 建設改良費 ２，２７６，７９５千円

第２項 企業債償還金 １，４１１，６７５千円

第３項 投資 １３，２００千円

第４項 予備費 １０，０００千円

（債務負担行為）

第５条 債務負担行為をすることができる事項，期間及び限度額は，次のと

おりと定める。

事 項 期 間 限度額（千円）

病院機能評価業務委託
自 令和 ７年度

至 令和 ８年度
２，２９８

定期刊行医学雑誌購入
自 令和 ７年度

至 令和 ８年度
２，９７０

ウェブサイトリニューア

ル業務委託

自 令和 ７年度

至 令和 ８年度
８，３８８

看護補助者派遣業務委託
自 令和 ７年度

至 令和 ８年度
５０，５４７

物流管理システム更新事

業

自 令和 ７年度

至 令和 ８年度
１０１，１５６

地域医療連携拠点施設整

備工事

自 令和 ７年度

至 令和 ８年度
２，６４１，２９１
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（企業債）

第６条 起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法は，次のと

おりと定める。

（一時借入金）

第７条 一時借入金の限度額は，１,０００,０００千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は，次の

とおりと定める。

(１) 医業費用

(２) 医業外費用

起債の目的
限度額

(千円)

起債の

方 法
利 率 償還の方法

医療設備等

整 備 事 業
1,165,100

証書

借入

3.0％以内

（ただし，利率

見直し方式で

借入れる政府

資金及び地方

公共団体金融

機構資金につ

いて，利率の見

直しを行った

後においては，

当該見直し後

の利率）

政府資金，地方公

共団体金融機構資

金及びその他の借

入先の融資条件に

よる。ただし，企業

財政の都合により

据置期間及び償還

年限を短縮し，若し

くは繰上償還又は

低利債に借り換え

ることができる。

病 院 建 設

事 業
750,800 同上 同上 同上

医療施設等

整 備 事 業
171,100 同上 同上 同上
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（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第９条 次に掲げる経費については，その経費の金額を，それ以外の経費の

金額に流用し，又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は，

議会の議決を経なければならない。

(１) 職員給与費 １３，２５９，３７３千円

(２) 交際費 ４９５千円

（他会計からの補助金）

第１０条 病院事業経営のため大崎市一般会計からこの会計へ補助を受ける

金額は，６２４，９６６千円である。

（たな卸資産購入限度額）

第１１条 たな卸資産の購入限度額は，９，３５８，０００千円と定める。

（重要な資産の取得及び処分）

第１２条 重要な資産の取得及び処分は，次のとおりとする。

取得する資産

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志

種 類 名 称 数 量

器械備品 放射線治療装置 一式

器械備品 仮想化基盤 一式

器械備品 電子カルテシステム 一式

器械備品 採血管準備装置 一式

器械備品 内視鏡部門システム 一式

器械備品 健診システム 一式
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議案第１７号

大崎市鳴子温泉地域市営バスの設置及び運営並びに管理等に関する

条例の一部を改正する条例

大崎市鳴子温泉地域市営バスの設置及び運営並びに管理等に関する条例

（平成１８年大崎市条例第２６号）の一部を次のように改正する。

第２条の表鬼首線の項中「１８．７キロメートル」を「２０．１キロメ

ートル」に改める。

第１４条中「き損し」を「毀損し」に改める。

別表第１を次のように改める。
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別表第１（第６条関係）

市営バス使用料金表

鬼首線 鳴子総合支所～（吹上キャンプ場前・リゾートパークオニコウ

ベ経由）～田野原

（単位：円）

薬王堂前

鳴子総合
支所

200 

鳴子温泉
駅前

200 200

旧総合支
所前

200 200 200

車湯 200 200 200 200

末沢 200 200 200 200 200

鳴子温泉
分院

200 200 200 200 200 200

大畑 200 200 200 200 200 200 200

鳴子ダム前 200 200 200 200 200 200 200 200

展望台 200 200 200 200 200 200 200 200 200

見手野原 200 200 300 300 300 300 300 300 300 300

蟹沢 200 200 200 300 300 300 300 300 300 300 300

神滝 200 200 200 200 300 300 300 300 300 300 300 300

寒風沢 200 200 200 200 300 300 300 300 300 300 300 300 300

柏木原 200 200 200 200 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300

荒雄湖畔
公園

200 200 200 200 300 300 300 400 400 400 400 400 400 400 400

轟温泉 200 200 200 200 200 300 300 300 400 400 400 400 400 400 400 400

橋元 200 200 200 200 200 200 300 300 300 400 400 400 400 400 400 400 400

小向 200 200 200 200 200 200 300 300 300 300 400 400 400 400 400 400 400 400

鬼首
学校前

200 200 200 200 200 200 300 300 300 300 300 400 400 400 400 400 400 400 400

原台 200 200 200 200 200 200 200 300 300 300 300 400 400 400 400 400 400 400 500 500

中田野 200 200 200 200 200 200 200 300 300 300 300 300 400 400 400 400 400 400 400 500 500

田野原 200 200 200 200 200 200 200 300 300 300 300 300 400 400 400 400 400 400 400 500 500 500

宮沢温泉 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 300 300 300 300 300 400 400 400 400 400 400 400 400

吹上キャ
ンプ場前

200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 300 300 300 300 300 400 400 400 400 400 400 400 400

間けつ泉前 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 300 300 300 300 300 400 400 400 400 400 400 400 400

三杉 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 300 300 300 300 300 400 400 400 400 400 400 400 400 400

リゾートパー
クオニコウベ 200 300 300 300 200 200 200 200 200 200 200 300 300 300 300 300 400 400 400 500 500 500 500 500 500 500 500

ペンション村 200 200 300 300 300 200 200 200 200 200 200 300 300 300 300 300 300 400 400 400 500 500 500 500 500 500 500 500
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附 則

この条例は，令和７年４月１日から施行する。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第１８号

大崎市職員の勤務時間，休暇等に関する条例の一部を改正する条例

大崎市職員の勤務時間，休暇等に関する条例（平成１８年大崎市条例第

５４号）の一部を次のように改正する。

第８条の３第２項中「３歳に満たない子」を「小学校就学の始期に達す

るまでの子」に改め，同条第４項中「（民法（明治２９年法律第８９号）

第８１７条の２第１項の規定により職員が当該職員との間における同項に

規定する特別養子縁組の成立について家庭裁判所に請求した者（当該請求

に係る家事審判事件が裁判所に係属している場合に限る。）であって，当

該職員が現に監護するもの，児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第

２７条第１項第３号の規定により同法第６条の４第２号に規定する養子縁

組里親である職員に委託されている児童その他これらに準ずる者として規

則で定める者を含む。以下この条において同じ。）」を削り，「３歳に満た

ない子」を「小学校就学の始期に達するまでの子」に改める。

第１１条中「介護時間」の次に「，子育て時間」を加える。

第１５条の２の次に次の１条を加える。

（子育て時間）

第１５条の３ 子育て時間は，職員（育児短時間勤務職員等を除く。）が

６歳に達する日以後の最初の４月１日から１２歳に達する日以後の最初

の３月３１日までの間にある子を養育するため，１日の勤務時間の一部

につき勤務しないことが相当であると認められる場合における休暇とす

る。

２ 子育て時間の時間は，１日につき２時間を超えない範囲内で必要と認

められる時間とする。
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３ 子育て時間については，給与条例第１３条の規定にかかわらず，その

勤務しない１時間につき，同条例第１７条第１項に規定する勤務１時間

当たりの給与額を減額する。

第１６条（見出しを含む。）中「及び介護時間」を「，介護時間及び子

育て時間」に改める。

附 則

（施行期日）

１ この条例は，令和７年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例の施行の日（以下「施行日」という。）以後において，この

条例による改正後の大崎市職員の勤務時間，休暇等に関する条例第８条

の３第２項の規定による時間外勤務の制限に関する制度を利用するため

同項の規定による請求（その３歳から小学校就学の始期に達するまでの

子を養育するためにするものに限る。）をしようとする職員は，施行日

前においても，同項の規定の例により当該請求をすることができる。

（大崎市職員の育児休業等に関する条例の一部改正）

３ 大崎市職員の育児休業等に関する条例（平成１８年大崎市条例第５５

号）の一部を次のように改正する。

第１８条第２項中「又は同条例第１５条の２第１項の規定による介護

時間」を「，同条例第１５条の２第 1 項の規定による介護時間又は第１

５条の３第１項の規定による子育て時間」に，「又は当該介護時間」を

「，当該介護時間又は当該子育て時間」に改め，同条第３項中「第６１

条第３２項において読み替えて準用する同条第２９項」を「第６１条の

２第２０項」に改める。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第１９号

大崎市特別会計条例の一部を改正する条例

大崎市特別会計条例（平成１８年大崎市条例第７２号）の一部を次のよう

に改正する。

第１条第３号中「大崎市」を削り，同条中第５号を第６号とし，第４号を

第５号とし，第３号の次に次の１号を加える。

(４) 日本語学校事業特別会計

第２条中「及び第５号」を削る。

附 則

この条例は，令和７年４月１日から施行する。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第２０号

大崎市市税条例及び大崎市地方活力向上地域における固定資産税の

不均一課税に関する条例の一部を改正する条例

（大崎市市税条例の一部改正）

第１条 大崎市市税条例（平成１８年大崎市条例第７３号）の一部を次の

ように改正する。

第３６条の２第９項中「第２条第１５項」を「第２条第１６項」に改

める。

第６３条の２第１項第１号中「同条第１５項」を「同条第１６項」に

改める。

第８９条第２項第２号中「第２条第１５項」を「第２条第１６項」に

改める。

第１３９条の３第２項第１号中「同条第１５項」を「行政手続におけ

る特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律第２条第１６

項」に改める。

第１４９条第１号中「同条第１５項」を「同条第１６項」に改める。

（大崎市地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する条

例の一部改正）

第２条 大崎市地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関す

る条例（平成２８年大崎市条例第５号）の一部を次のように改正する。

第３条第１号中「同条第１５項」を「同条第１６項」に改める。

附 則

この条例は，令和７年４月１日から施行する。
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令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第２１号

大崎市都市計画税条例の一部を改正する条例

大崎市都市計画税条例（平成１８年大崎市条例第７７号）の一部を次の

ように改正する。

別表古川稲葉の部鴻ノ巣の項中「１９６番」を「１９６番１，１９６番

２」に改め，同部前田の項中「１２番３」を「１２番３から１２番５ま

で」に改め，同表古川米袋の部水押の項中「５２番５から５２番７まで」

を「５２番６，５２番７」に改め，「，５５番２」を削り，同表古川米倉

の部上屋敷の項中「６番１，６番２」を「６番１から６番３まで」に改め，

同表古川福浦の部新土手外の項中「１０２番１，１０２番２，１０３番，

１０４番」を「１０２番１から１０２番４まで，１０３番１，１０３番２，

１０４番１，１０４番２」に改め，同表古川新田の部旭の項中「１０４番

から１０６番まで」を「１０５番，１０６番」に改め，同表古川桜ノ目の

部新高谷地の項中「１１７番１，１１７番２」を「１１７番１から１１７

番３まで」に改め，同表古川沢田の部沼ノ上の項中「５番７，５番８」を

「５番７から５番９まで」に改め，「１３番」の次に「，１６番１，１６

番２」を加え，同表古川休塚の部要害前の項中「９番２」を「９番２から

９番１３まで」に改め，「，１０番３」及び「，１５番２」を削り，「１

９番２，２１番２，２２番２，２３番から２５番まで」を「２４番，２５

番」に改め，同表古川境野宮の部前田の項中「１１１番から１１３番まで，

１１４番１」を「１１１番，１１２番，１１３番１から１１３番９まで」

に，「１１５番から１１７番まで」を「１１６番，１１７番」に改め，「，

１１９番，１２０番１」を削り，「１４５番１から１４５番１１まで」を

「１４５番１から１４５番１２まで」に，「１４９番」を「１４９番１か
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ら１４９番３まで」に改め，同表三本木住居表示区域の部三本木新町一丁

目の項中「４番１３３から４番１３５まで」を「４番１３５」に，「４番

１４３から４番１５３まで」を「４番１４３から４番１６０まで」に改め，

同表鹿島台木間塚の部小谷地の項中「３９０番３」を「３９０番３から３

９０番１０まで」に改め，同表鹿島台平渡の部小沢の項中「２番７から２

番１２まで」を「２番７から２番１３まで」に改め，同部中里の項中「１

６番５から１６番２０まで」を「１６番５から１６番１６まで，１６番１

９，１６番２０」に改め，同部長根の項中「６８番１から６８番４まで」

を「６８番１から６８番５まで」に改め，同部東銭神の項中「１番１から

１番４１まで」を「１番１から１番４２まで」に，「３番３から３番５ま

で」を「３番３から３番８まで」に，「４番１０から４番１４まで」を

「４番１０から４番１７まで」に，「７番７から７番２４まで」を「７番

７から７番２６まで」に，「８番１３から８番１５まで」を「８番１３か

ら８番１７まで」に，「９０番」を「９０番１，９０番２」に改め，同部

狸沢の項中「３２番７から３２番２５まで」を「３２番７から３２番２６

まで」に改め，同表岩出山上野目の部小豆田の項中「８番」の次に「，８

番２」を，「９番」の次に「，９番２」を加え，「２９番３から２９番６

まで」を「２９番３から２９番７まで」に改め，同表岩出山の部上川原町

の項中「９５番９から９５番１１まで」を「９５番９から９５番１２ま

で」に改め，同部下川原の項中「８番８から８番３５まで」を「８番１０

から８番２９まで，８番３１から８番３５まで」に改め，同部通丁の項中

「１５番９から１５番１７まで」を「１５番９，１５番１０，１５番１２，

１５番１３，１５番１５，１５番１６，１５番１８」に改める。

附 則

（施行期日）

１ この条例は，令和７年４月１日から施行する。
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（経過措置）

２ この条例による改正後の大崎市都市計画税条例の規定は，令和７年度

以後の年度分の都市計画税について適用し，令和６年度分までの都市計

画税については，なお従前の例による。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第２２号

大崎市手数料条例の一部を改正する条例

大崎市手数料条例（平成１８年大崎市条例第７８号）の一部を次のよう

に改正する。

別表３８の項中

「

を

「

に

４３，０００円 ６０，０００円

８６，０００円 １０３，０００円

１３０，０００円 １７４，０００円

１７０，０００円 ２５６，０００円

２２０，０００円 ３７０，０００円

３００，０００円 ５１５，０００円

６５，０００円 ８２，０００円

１２０，０００円 １３７，０００円

２００，０００円 ２４４，０００円

２７０，０００円 ３５６，０００円

３４０，０００円 ４９０，０００円

４８０，０００円 ６９５，０００円

１９０，０００円 ２０７，０００円

２６０，０００円 ２７７，０００円

３９０，０００円 ４３４，０００円

５１０，０００円 ５９６，０００円

６６０，０００円 ８１０，０００円

８７０，０００円 １，０８５，０００円

」 」
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改め，同表３９の項中「８７０，０００円」を「１，０８５，０００円」

に改める。

附 則

この条例は，令和７年５月２３日から施行する。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第２３号

大崎市手数料条例及び大崎市建築基準条例の一部を改正する条例

（大崎市手数料条例の一部改正）

第１条 大崎市手数料条例（平成１８年大崎市条例第７８号）の一部を次

のように改正する。

第２条の３第１項各号を次のように改める。

(１) 一戸建ての住宅 次に掲げる場合に応じ，それぞれ次に定める

額

ア 建築物エネルギー消費性能基準等を定める省令（平成２８年経

済産業省令・国土交通省令第１号。以下「基準省令」という。）第

１０条第２号イ（１）及びロ（１）に規定する事項に適合するこ

とを証明する書類（以下この項及び次条第３項において「第１基

準適合証明書類」という。）を作成した場合 次の表の左欄に掲げ

る床面積の合計の区分に応じ，それぞれ同表の右欄に定める額

イ 基準省令第１０条第２号イ（２）及びロ（２）に規定する事項

に適合することを証明する書類（以下この項及び次条第３項にお

いて「第２基準適合証明書類」という。）を作成した場合 次の表

の左欄に掲げる床面積の合計の区分に応じ，それぞれ同表の右欄

に定める額

床面積の合計 金額

２００平方メートル以内のもの ３２，３００円

２００平方メートルを超えるもの ３６，１００円

床面積の合計 金額

２００平方メートル以内のもの １６，４００円
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ウ 基準省令第１０条第２号イ（１）及びロ（２）又はイ（２）及

びロ（１）に規定する事項に適合することを証明する書類（以下

この項及び次条第３項において「第３基準適合証明書類」とい

う。）を作成した場合 次の表の左欄に掲げる床面積の合計の区分

に応じ，それぞれ同表の右欄に定める額

(２) 共同住宅等（兼用住宅（一戸の住宅の用途に供する建築物で，

住宅以外の用途を兼ねるものをいう。以下同じ。）を除く。以下同

じ。） 次に掲げる場合に応じ，それぞれ次に定める額

ア 第１基準適合証明書類を作成した場合 次の表の左欄に掲げる

床面積の合計の区分に応じ，それぞれ同表の右欄に定める額

２００平方メートルを超えるもの １７，７００円

床面積の合計 金額

２００平方メートル以内のもの ２４，０００円

２００平方メートルを超えるもの ２６，６００円

床面積の合計 金額

３００平方メートル以内のもの ６５，２００円

３００平方メートルを超え２，０００平

方メートル以内のもの

１０８，０００円

２，０００平方メートルを超え５，００

０平方メートル以内のもの

１８５，０００円

５，０００平方メートルを超えるもの ２６６，０００円

備考 この表の床面積の合計は，当該共同住宅等の共用部分

について基準省令第１０条第１号ロ（１）に規定する誘導

基準一次エネルギー消費量を算定していない場合（以下

「共用部分の誘導基準一次エネルギー消費量を算定してい

ない場合」という。）にあっては，当該共同住宅等の共用部
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イ 第２基準適合証明書類を作成した場合 次の表の左欄に掲げる

床面積の合計の区分に応じ，それぞれ同表の右欄に定める額

ウ 第３基準適合証明書類を作成した場合 次の表の左欄に掲げる

床面積の合計の区分に応じ，それぞれ同表の右欄に定める額

(３) 非住宅建築物（住宅以外の用途のみに供する建築物をいう。以

分の床面積を除いて算定する。

床面積の合計 金額

３００平方メートル以内のもの ３１，０００円

３００平方メートルを超え２，０００平

方メートル以内のもの

５３，８００円

２，０００平方メートルを超え５，００

０平方メートル以内のもの

９７，５００円

５，０００平方メートルを超えるもの １４７，０００円

備考 この表の床面積の合計は，共用部分の誘導基準一次エ

ネルギー消費量を算定していない場合にあっては，当該共

同住宅等の共用部分の床面積を除いて算定する。

床面積の合計 金額

３００平方メートル以内のもの ４８，０００円

３００平方メートルを超え２，０００平

方メートル以内のもの

８１，０００円

２，０００平方メートルを超え５，００

０平方メートル以内のもの

１４１，０００円

５，０００平方メートルを超えるもの ２０６，０００円

備考 この表の床面積の合計は，共用部分の誘導基準一次エ

ネルギー消費量を算定していない場合にあっては，当該共

同住宅等の共用部分の床面積を除いて算定する。
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下同じ。） 次に掲げる場合に応じ，それぞれ次に定める額

ア 基準省令第１０条第１号イ（１）及びロ（１）又は同号ただし

書に規定する事項に適合することを証明する書類（以下この項及

び次条第３項において「第４基準適合証明書類」という。）を作成

した場合 次の表の左欄に掲げる床面積の合計の区分に応じそれ

ぞれ同表の右欄に定める額

イ 基準省令第１０条第１号イ（２）及びロ（２）に規定する事項

に適合することを証明する書類（以下この項及び次条第３項にお

いて「第５基準適合証明書類」という。）を作成した場合 次の表

の左欄に掲げる床面積の合計の区分に応じそれぞれ同表の右欄に

定める額

床面積の合計 金額

３００平方メートル以内のもの ２１５，０００円

３００平方メートルを超え１，０００平

方メートル以内のもの

２６９，０００円

１，０００平方メートルを超え２，００

０平方メートル以内のもの

３４８，０００円

２，０００平方メートルを超え５，００

０平方メートル以内のもの

４９７，０００円

５，０００平方メートルを超え１０，０

００平方メートル以内のもの

６１２，０００円

１０，０００平方メートルを超え２５，

０００平方メートル以内のもの

７２３，０００円

２５，０００平方メートルを超えるもの ８２５，０００円

床面積の合計 金額

３００平方メートル以内のもの ８２，３００円
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(４) 兼用住宅 次に掲げる場合に応じ，それぞれ次に定める額

ア 住宅部分を対象とした申請 第１基準適合証明書類のある申請

の場合にあっては第１号アの表の左欄に掲げる床面積の合計の区

分に応じ同表の右欄に定める額，第２基準適合証明書類のある申

請の場合にあっては第１号イの表の左欄に掲げる床面積の合計の

区分に応じ同表の右欄に定める額，第３基準適合証明書類のある

申請の場合にあっては第１号ウの表の左欄に掲げる床面積の合計

の区分に応じ同表の右欄に定める額

イ 非住宅部分を対象とした申請 第４基準適合証明書類のある申

請の場合にあっては前号アの表の左欄に掲げる床面積の合計の区

分に応じ同表の右欄に定める額，第５基準適合証明書類のある申

請の場合にあっては前号イの表の左欄に掲げる床面積の合計の区

分に応じ同表の右欄に定める額

ウ 建築物全体を対象とした申請 第１基準適合証明書類のある住

宅部分の申請の場合にあっては第１号アの表の左欄に掲げる床面

３００平方メートルを超え１，０００平

方メートル以内のもの

１０４，８００円

１，０００平方メートルを超え２，００

０平方メートル以内のもの

１３８，０００円

２，０００平方メートルを超え５，００

０平方メートル以内のもの

２２３，０００円

５，０００平方メートルを超え１０，０

００平方メートル以内のもの

２９１，０００円

１０，０００平方メートルを超え２５，

０００平方メートル以内のもの

３５０，０００円

２５，０００平方メートルを超えるもの ４１１，０００円
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積の合計の区分に応じ同表の右欄に定める額，第２基準適合証明

書類のある住宅部分の申請の場合にあっては第１号イの表の左欄

に掲げる床面積の合計の区分に応じ同表の右欄に定める額，第３

基準適合証明書類のある申請の場合にあっては第１号ウの表の左

欄に掲げる床面積の合計の区分に応じ同表の右欄に定める額に，

第４基準適合証明書類のある非住宅部分の申請の場合にあっては

前号アの表の左欄に掲げる床面積の合計の区分に応じ同表の右欄

に定める額，第５基準適合証明書類のある非住宅部分の申請の場

合にあっては前号イの表の左欄に掲げる床面積の合計の区分に応

じ同表の右欄に定める額を加えて得た額

(５) 複合建築物（住宅の用途に供する部分及び住宅の用途以外に供

する部分からなる建築物をいい，兼用住宅を除く。以下同じ。） 次

に掲げる申請の区分に応じ，それぞれ次に定める額

ア 共同住宅部分を対象とした申請 第１基準適合証明書類のある

申請の場合にあっては第２号アの表の左欄に掲げる床面積の合計

の区分に応じ同表の右欄に定める額，第２基準適合証明書類のあ

る申請の場合にあっては第２号イの表の左欄に掲げる床面積の合

計の区分に応じ同表の右欄に定める額，第３基準適合証明書類の

ある申請の場合にあっては第２号ウの表の左欄に掲げる床面積の

合計の区分に応じ同表の右欄に定める額

イ 非住宅部分を対象とした申請 第４基準適合証明書類のある申

請の場合にあっては第３号アの表の左欄に掲げる床面積の合計の

区分に応じ同表の右欄に定める額，第５基準適合証明書類のある

申請の場合にあっては第３号イの表の左欄に掲げる床面積の合計

の区分に応じ同表の右欄に定める額

ウ 建築物全体を対象とした申請 第１基準適合証明書類のある共
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同住宅部分の申請の場合にあっては第２号アの表の左欄に掲げる

床面積の合計の区分に応じ同表の右欄に定める額，第２基準適合

証明書類のある共同住宅部分の申請の場合にあっては第２号イの

表の左欄に掲げる床面積の合計の区分に応じ同表の右欄に定める

額，第３基準適合証明書類のある申請の場合にあっては第２号ウ

の表の左欄に掲げる床面積の合計の区分に応じ同表の右欄に定め

る額に，第４基準適合証明書類のある非住宅部分の申請の場合に

あっては第３号アの表の左欄に掲げる床面積の合計の区分に応じ

同表の右欄に定める額，第５基準適合証明書類のある非住宅部分

の申請の場合にあっては第３号イの表の左欄に掲げる床面積の合

計の区分に応じ同表の右欄に定める額を加えて得た額

第２条の３第２項中「（以下「認定基準適合証明書類」という。）」を削

り，同項第１号中「５，０００円」を「４，４００円」に改め，同項第

２号を次のように改める。

(２) 共同住宅等 次の表の左欄に掲げる床面積の合計の区分に応じ，

それぞれ同表の右欄に定める額

床面積の合計 金額

３００平方メートル以内のもの ８，８００円

３００平方メートルを超え２，０００平方

メートル以内のもの

１９，０００円

２，０００平方メートルを超え５，０００

平方メートル以内のもの

４２，４００円

５，０００平方メートルを超えるもの ７６，０００円

備考 この表の床面積の合計は，共用部分の誘導基準一次エネ

ルギー消費量を算定していない場合にあっては，当該共同住

宅等の共用部分の床面積を除いて算定する。
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第２条の３第２項第３号の表を次のように改める。

第２条の３第２項第４号及び第５号を次のように改める。

(４) 兼用住宅 次に掲げる申請の区分に応じ，それぞれ次に定める

額

ア 住宅部分を対象とした申請 第１号に定める額

イ 非住宅部分を対象とした申請 前号の表の左欄に掲げる床面積

の合計の区分に応じ同表の右欄に定める額

ウ 建築物全体を対象とした申請 第１号に定める額に，前号の表

の左欄に掲げる床面積の合計の区分に応じ同表の右欄に定める額

を加えて得た額

(５) 複合建築物 次に掲げる申請の区分に応じ，それぞれ次に定め

る額

ア 共同住宅部分を対象とした申請 第２号の表の左欄に掲げる

床面積の合計 金額

３００平方メートル以内のもの ８，８００円

３００平方メートルを超え１，０００平方メ

ートル以内のもの

１５，５００円

１，０００平方メートルを超え２，０００平

方メートル以内のもの

２５，３００円

２，０００平方メートルを超え５，０００平

方メートル以内のもの

７６，０００円

５，０００平方メートルを超え１０，０００

平方メートル以内のもの

１２０，０００円

１０，０００平方メートルを超え２５，００

０平方メートル以内のもの

１５２，０００円

２５，０００平方メートルを超えるもの １９０，０００円
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床面積の合計の区分に応じ同表の右欄に定める額

イ 非住宅部分を対象とした申請 第３号の表の左欄に掲げる床面

積の合計の区分に応じ同表の右欄に定める額

ウ 建築物全体を対象とした申請 第２号の表の左欄に掲げる床面

積の合計の区分に応じ同表の右欄に定める額に，第３号の表の左

欄に掲げる床面積の合計の区分に応じ同表の右欄に定める額を加

えて得た額

第２条の４第１項中「第１２条第１項又は第１３条第２項」を「第１

１条第１項又は第１２条第２項」に改め，同項第１号中「基準省令第１

条第１項第１号ロ証明書類」を「第６基準適合証明書類」に，「建築物」

を「非住宅建築物」に改め，「住宅部分及び」を削り，「を除く。）」の次

に「の合計」を加え，同号の表中

「

を

「

に

３００平方メートル未満 ３００平方メートル以内

のもの

３００平方メートル以上

１，０００平方メートル

未満

３００平方メートルを超

え１，０００平方メート

ル以内のもの

１，０００平方メートル

以上２，０００平方メー

トル未満

１，０００平方メートル

を超え２，０００平方メ

ートル以内のもの

２，０００平方メートル

以上５，０００平方メー

トル未満

２，０００平方メートル

を超え５，０００平方メ

ートル以内のもの

５，０００平方メートル

以上１０，０００平方メ

５，０００平方メートル

を超え１０，０００平方
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改め，同項第２号中「基準省令第１条第１項第１号イ又は同号ただし書

証明書類」を「第７基準適合証明書類」に，「建築物」を「非住宅建築物」

に改め，「住宅部分及び」を削り，「を除く。）」の次に「の合計」を加え，

同号の表中

ートル未満 メートル以内のもの

１０，０００平方メート

ル以上２５，０００平方

メートル未満

１０，０００平方メート

ルを超え２５，０００平

方メートル以内のもの

２５，０００平方メート

ル以上

２５，０００平方メート

ルを超えるもの

」 」

「

を

「

に

３００平方メートル未満 ３００平方メートル以内

のもの

３００平方メートル以上

１，０００平方メートル

未満

３００平方メートルを超

え１，０００平方メート

ル以内のもの

１，０００平方メートル

以上２，０００平方メー

トル未満

１，０００平方メートル

を超え２，０００平方メ

ートル以内のもの

２，０００平方メートル

以上５，０００平方メー

トル未満

２，０００平方メートル

を超え５，０００平方メ

ートル以内のもの

５，０００平方メートル

以上１０，０００平方メ

ートル未満

５，０００平方メートル

を超え１０，０００平方

メートル以内のもの
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改め，同項に次の５号を加える。

(３) 基準省令第１条第１項第２号イ（１）及び同号ロ（１）又は同

号ただし書に定める方法により規定する基準に適合することを証明

する書類（以下この条において「第８基準適合証明書類」という。）

を作成した一戸建て住宅 次の表の左欄に掲げる床面積（増築又は

改築の場合にあっては，当該増築又は改築に係る部分の床面積に限

る。）（一次エネルギー消費量の算定が困難なものとして市長が別に

定める部分の床面積を除く。）の合計の区分に応じ，それぞれ同表の

右欄に定める額

(４) 基準省令第１条第１項第２号イ（１）及びロ（２）又はイ（２）

及びロ（１）のいずれかに規定する基準に適合することを証明する

書類（以下この条において「第９基準適合証明書類」という。）を作

成した一戸建て住宅 次の表の左欄に掲げる床面積（増築又は改築

の場合にあっては，当該増築又は改築に係る部分の床面積に限る。）

（一次エネルギー消費量の算定が困難なものとして市長が別に定め

る部分の床面積を除く。）の合計の区分に応じ，それぞれ同表の右欄

に定める額

１０，０００平方メート

ル以上２５，０００平方

１０，０００平方メート

ルを超え２５，０００平

メートル未満 方メートル以内のもの

２５，０００平方メート

ル以上

２５，０００平方メート

ルを超えるもの

」 」

床面積の合計 金額

２００平方メートル以内のもの ３２，３００円

２００平方メートルを超えるもの ３６，１００円
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(５) 第８基準適合証明書類を作成した共同住宅等 次の表の左欄に

掲げる床面積（増築又は改築の場合にあっては，当該増築又は改築

に係る部分の床面積に限る。）（一次エネルギー消費量の算定が困難

なものとして市長が別に定める部分の床面積を除く。）の合計の区分

に応じ，それぞれ同表の右欄に定める額

(６) 第９基準適合証明書類を作成した共同住宅等 次の表の左欄に

掲げる床面積（増築又は改築の場合にあっては，当該増築又は改築

に係る部分の床面積に限る。）（一次エネルギー消費量の算定が困難

なものとして市長が別に定める部分の床面積を除く。）の合計の区分

に応じ，それぞれ同表の右欄に定める額

床面積の合計 金額

２００平方メートル以内のもの ２４，０００円

２００平方メートルを超えるもの ２６，６００円

床面積の合計 金額

３００平方メートル以内のもの ６５，２００円

３００平方メートルを超え２，０００平方

メートル以内のもの

１０８，０００円

２，０００平方メートルを超え５，０００

平方メートル以内のもの

１８５，４００円

５，０００平方メートルを超えるもの ２６６，０００円

備考 この表の床面積の合計は，当該共同住宅等の共用部分に

ついて基準省令第１条第１項第１号イに規定する基準一次エ

ネルギー消費量を算定していない場合（次号において「共用

部分の基準一次エネルギー消費量を算定していない場合」と

いう。）にあっては，当該共同住宅等の共用部分の床面積を除

いて算定する。
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(７) 複合建築物 次に掲げる申請の区分に応じ，それぞれ次に定め

る額

ア 非住宅部分を対象とした申請 第６基準適合証明書類のある申

請の場合にあっては第１号の表左欄に掲げる床面積の合計の区分

に応じ同表右欄に定める額，第７基準適合証明書類のある申請の

場合にあっては第２号の表左欄に掲げる床面積の合計の区分に応

じ同表の右欄に定める額

イ 住宅部分における一戸建て住宅を対象とした申請 第８基準適

合証明書類のある申請の場合にあっては第３号の表左欄に掲げる

床面積の合計の区分に応じ同表右欄に定める額，第９基準適合証

明書類のある申請の場合にあっては第４号の表左欄に掲げる床面

積の合計の区分に応じ同表の右欄に定める額

ウ 住宅部分における共同住宅等を対象とした申請 第８基準適合

証明書類のある申請の場合にあっては第５号の表左欄に掲げる床

面積の合計の区分に応じ同表右欄に定める額，第９基準適合証明

書類のある申請の場合にあっては前号の表左欄に掲げる床面積の

床面積の合計 金額

３００平方メートル以内のもの ４８，１００円

３００平方メートルを超え２，０００平方

メートル以内のもの

８１，０００円

２，０００平方メートルを超え５，０００

平方メートル以内のもの

１４１，０００円

５，０００平方メートルを超えるもの ２０６，０００円

備考 この表の床面積の合計は，共用部分の基準一次エネルギ

ー消費量を算定していない場合にあっては，当該共同住宅等

の共用部分の床面積を除いて算定する。
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合計の区分に応じ同表の右欄に定める額

第２条の４第２項中「第１２条第２項若しくは第１３条第３項」を

「第１１条第２項若しくは第１２条第３項」に，「第１１条」を「第１３

条」に改め，同条第３項中「第３４条第１項」を「第２９条第１項」に

改め，同項第１号中「基準省令第１０条第２号イ（１）及びロ（１）に

規定する事項に適合することを証明する書類（以下この項において「基

準省令第１０条第２号イ（１）及びロ（１）証明書類」という。）」を

「第１基準適合証明書類」に改め，「掲げる」の次に「床面積の合計の」

を加え，同号の表中「未満」を「以内のもの」に，「以上」を「を超える

もの」に改め，同項第２号中「基準省令第１０条第２号イ（２）及びロ

（２）に規定する事項に適合することを証明する書類（以下この項にお

いて「基準省令第１０条第２号イ（２）及びロ（２）証明書類」とい

う。）」を「第２基準適合証明書類」に改め，「掲げる」の次に「床面積の

合計の」を加え，同号の表中「未満」を「以内のもの」に，「以上」を

「を超えるもの」に改め，同項第８号アからウまでを次のように改める。

ア 共同住宅部分を対象とした申請 第１基準適合証明書類のある申

請の場合にあっては第４号の表の左欄に掲げる床面積の合計の区分

に応じ同表の右欄に定める額，第２基準適合証明書類のある申請の

場合にあっては第５号の表の左欄に掲げる床面積の合計の区分に応

じ同表の右欄に定める額，第３基準適合証明書類のある申請の場合

にあっては第６号の表の左欄に掲げる床面積の合計の区分に応じ同

表の右欄に定める額

イ 非住宅部分を対象とした申請 第４基準適合証明書類のある申請

の場合にあっては第７号の表の左欄に掲げる床面積の合計の区分に

応じ同表の右欄に定める額，第５基準適合証明書類のある申請の場

合にあっては第８号の表の左欄に掲げる床面積の合計の区分に応じ
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同表の右欄に定める額

ウ 建築物全体を対象とした申請 第１基準適合証明書類のある共同

住宅部分の申請の場合にあっては第４号の表の左欄に掲げる床面積

の合計の区分に応じ同表の右欄に定める額，第２基準適合証明書類

のある共同住宅部分の申請の場合にあっては第５号の表の左欄に掲

げる床面積の合計の区分に応じ同表の右欄に定める額，第３基準適

合証明書類のある共同住宅部分の申請の場合にあっては第６号の表

の左欄に掲げる床面積の合計の区分に応じ同表の右欄に定める額に，

第４基準適合証明書類のある非住宅部分の申請の場合にあっては第

７号の表の左欄に掲げる床面積の合計の区分に応じ同表の右欄に定

める額，第５基準適合証明書類のある非住宅部分の申請の場合にあ

っては第８号の表の左欄に掲げる床面積の合計の区分に応じ同表の

右欄に定める額を加えて得た額

第２条の４第３項第８号を同項第１０号とし，同項第７号アからウま

でを次のように改める。

ア 住宅部分を対象とした申請 第１基準適合証明書類のある申請の

場合にあっては第１号の表の左欄に掲げる床面積の合計の区分に応

じ同表の右欄に定める額，第２基準適合証明書類のある申請の場合

にあっては第２号の表の左欄に掲げる床面積の合計の区分に応じ同

表の右欄に定める額，第３基準適合証明書類のある申請の場合にあ

っては第３号の表の左欄に掲げる床面積の合計の区分に応じ同表の

右欄に定める額

イ 非住宅部分を対象とした申請 第４基準適合証明書類のある申請

の場合にあっては第７号の表の左欄に掲げる床面積の合計の区分に

応じ同表の右欄に定める額，第５基準適合証明書類のある申請の場

合にあっては前号の表の左欄に掲げる床面積の合計の区分に応じ同
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表の右欄に定める額

ウ 建築物全体を対象とした申請 第１基準適合証明書類のある住宅

部分の申請の場合にあっては第１号の表の左欄に掲げる床面積の合

計区分に応じ同表の右欄に定める額，第２基準適合証明書類のある

住宅部分の申請の場合にあっては第２号の表の左欄に掲げる床面積

の合計の区分に応じ同表の右欄に定める額，第３基準適合証明書類

のある住宅部分の申請の場合にあっては第３号の表の左欄に掲げる

床面積の合計の区分に応じ同表の右欄に定める額に，第４基準適合

証明書類のある非住宅部分の申請の場合にあっては第７号の表の左

欄に掲げる床面積の合計の区分に応じ同表の右欄に定める額，第５

基準適合証明書類のある非住宅部分の申請の場合にあっては前号の

表の左欄に掲げる床面積の合計の区分に応じ同表の右欄に定める額

を加えて得た額

第２条の４第３項第７号を同項第９号とし，同項第６号中「基準省令

第１０条第１号イ（２）及びロ（２）に規定する事項に適合することを

証明する書類（以下この項において「基準省令第１０条第１号イ（２）

及びロ（２）証明書類」という。）」を「第５基準適合証明書類」に改め，

「掲げる」の次に「床面積の合計の」を加え，同号の表中

「

を

「

に

建築物の共用部分の床面

積の合計

床面積の合計

３００平方メートル未満 ３００平方メートル以内

のもの

３００平方メートル以上

１，０００平方メートル

未満

３００平方メートルを超

え１，０００平方メート

ル以内のもの

- 83 -



改め，同号を同項第８号とし，同項第５号中「基準省令第１０条第１号

イ（１）及びロ（１）又は同号ただし書に規定する事項に適合すること

を証明する書類（以下この項において「基準省令第１０条第１号イ（１）

及びロ（１）又は同号ただし書証明書類」という。）」を「第４基準適合

証明書類」に改め，「掲げる」の次に「床面積の合計の」を加え，同号の

表中

１，０００平方メートル

以上２，０００平方メー

１，０００平方メートル

を超え２，０００平方メ

トル未満 ートル以内のもの

２，０００平方メートル

以上５，０００平方メー

トル未満

２，０００平方メートル

を超え５，０００平方メ

ートル以内のもの

５，０００平方メートル

以上１０，０００平方メ

ートル未満

５，０００平方メートル

を超え１０，０００平方

メートル以内のもの

１０，０００平方メート

ル以上２５，０００平方

メートル未満

１０，０００平方メート

ルを超え２５，０００平

方メートル以内のもの

２５，０００平方メート

ル以上

２５，０００平方メート

ルを超えるもの

」 」

「

を

「

に

３００平方メートル未満 ３００平方メートル以内

のもの

３００平方メートル以上

１，０００平方メートル

３００平方メートルを超

え１，０００平方メート
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改め，同号を同項第７号とし，同号の前に次の１号を加える。

(６) 第３基準適合証明書類を作成した共同住宅等 次の表の左欄に

掲げる床面積の合計の区分に応じ，それぞれ同表の右欄に定める額

未満 ル以内のもの

１，０００平方メートル １，０００平方メートル

以上２，０００平方メー

トル未満

を超え２，０００平方メ

ートル以内のもの

２，０００平方メートル

以上５，０００平方メー

トル未満

２，０００平方メートル

を超え５，０００平方メ

ートル以内のもの

５，０００平方メートル

以上１０，０００平方メ

ートル未満

５，０００平方メートル

を超え１０，０００平方

メートル以内のもの

１０，０００平方メート

ル以上２５，０００平方

メートル未満

１０，０００平方メート

ルを超え２５，０００平

方メートル以内のもの

２５，０００平方メート

ル以上

２５，０００平方メート

ルを超えるもの

」 」

床面積の合計 金額

３００平方メートル以内のもの ４８，１００円

３００平方メートルを超え２，０００平方

メートル以内のもの

８１，０００円

２，０００平方メートルを超え５，０００

平方メートル以内のもの

１４１，０００円

５，０００平方メートルを超えるもの ２０６，０００円
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第２条の４第３項第４号中「基準省令第１０条第２号イ（２）及びロ

（２）証明書類」を「第２基準適合証明書類」に改め，「掲げる」の次に

「床面積の合計の」を加え，同号の表中

「当該共同住宅等の共用部分について基準省令第１０条第１号ロ（１）

に規定する」を「共用部分の」に改め，同号を同項第５号とし，同項第

３号中「基準省令第１０条第２号イ（１）及びロ（１）証明書類」を

「第１基準適合証明書類」に改め，「掲げる」の次に「床面積の合計の」

を加え，同号の表中

備考 この表の床面積の合計は，共用部分の誘導基準一次エネ

ルギー消費量を算定していない場合にあっては，当該共同住

宅等の共用部分の床面積を除いて算定する。

「

を

「

に，

３００平方メートル未満 ３００平方メートル以内

のもの

３００平方メートル以上

２，０００平方メートル

未満

３００平方メートルを超

え２，０００平方メート

ル以内のもの

２，０００平方メートル

以上５，０００平方メー

トル未満

２，０００平方メートル

を超え５，０００平方メ

ートル以内のもの

５，０００平方メートル

以上

５，０００平方メートル

を超えるもの

」 」

「

を

「

に，

３００平方メートル未満 ３００平方メートル以内

のもの

３００平方メートル以上 ３００平方メートルを超
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「当該共同住宅等の共用部分について基準省令第１０条第１号ロ（１）

に規定する誘導基準一次エネルギー消費量を算定していない場合（以下

「共用部分の誘導基準一次エネルギー消費量を算定していない場合」と

いう。）」を「共用部分の誘導基準一次エネルギー消費量を算定していな

い場合」に改め，同号を同項第４号とし，同号の前に次の１号を加える。

(３) 第３基準適合証明書類を作成した一戸建ての住宅 次の表の左

欄に掲げる床面積の合計の区分に応じ，それぞれ同表の右欄に定め

る額

第２条の４第４項中「第３５条第１項各号」を「第３０条第１項各号」

に改め，「（以下「基準適合証明書類」という。）」を削り，同項第２号中

「掲げる」の次に「床面積の合計の」を加え，同号の表中

２，０００平方メートル

未満

え２，０００平方メート

ル以内のもの

２，０００平方メートル

以上５，０００平方メー

トル未満

２，０００平方メートル

を超え５，０００平方メ

ートル以内のもの

５，０００平方メートル

以上

５，０００平方メートル

を超えるもの

」 」

床面積の合計 金額

２００平方メートル以内のもの ２４，０００円

２００平方メートルを超えるもの ２６，６００円

「

を

「

に

３００平方メートル未満 ３００平方メートル以内

のもの

３００平方メートル以上 ３００平方メートルを超

- 87 -



改め，同項第３号中「掲げる」の次に「床面積の合計の」を加え，同号

の表中

２，０００平方メートル

未満

え２，０００平方メート

ル以内のもの

２，０００平方メートル

以上５，０００平方メー

トル未満

２，０００平方メートル

を超え５，０００平方メ

ートル以内のもの

５，０００平方メートル

以上

５，０００平方メートル

を超えるもの

」 」

「

を

「

に

３００平方メートル未満 ３００平方メートル以内

のもの

３００平方メートル以上

１，０００平方メートル

未満

３００平方メートルを超

え１，０００平方メート

ル以内のもの

１，０００平方メートル

以上２，０００平方メー

トル未満

１，０００平方メートル

を超え２，０００平方メ

ートル以内のもの

２，０００平方メートル

以上５，０００平方メー

トル未満

２，０００平方メートル

を超え５，０００平方メ

ートル以内のもの

５，０００平方メートル

以上１０，０００平方メ

ートル未満

５，０００平方メートル

を超え１０，０００平方

メートル以内のもの

１０，０００平方メート １０，０００平方メート
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改め，同項第４号イ及びウ並びに同項第５号アからウまでの規定中「掲

げる」の次に「床面積の合計の」を加え，同条第５項中「第３４条第３

項各号」を「第２９条第３項各号」に改め，同条第６項中「第３６条第

１項」を「第３１条第１項」に改め，同条第７項中「第３４条第３項各

号」を「第２９条第３項各号」に改め，同条第８項中「第３５条第２項」

を「第３０条第２項」に改め，同条第９項及び第１０項を削る。

（大崎市建築基準条例の一部改正）

第２条 大崎市建築基準条例（平成１９年大崎市条例第４８号）の一部を

次のように改正する。

第４条第１項の表２００平方メートルを超え５００平方メートル以内

のものの項中「５００平方メートル」を「３００平方メートル」に改め，

同項の次に次のように加える。

第４条に次の１項を加える。

６ 第１項の場合において，特定建築行為（建築物のエネルギー消費性

能の向上等に関する法律（平成２７年法律第５３号）第１１条第１項

に規定する特定建築行為のうち，建築物のエネルギー消費性能の向上

等に関する法律施行規則（平成２８年国土交通省令第５号）第２条第

１項第１号に該当するものに限る。以下この項において同じ。）をしよ

うとする者からは，同項の手数料のほか，次の表の左欄に掲げる建築

ル以上２５，０００平方

メートル未満

ルを超え２５，０００平

方メートル以内のもの

２５，０００平方メート

ル以上

２５，０００平方メート

ルを超えるもの

」 」

３００平方メートルを超え５００平

方メートル以内のもの

３９，０００円
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物の用途及び中欄に掲げる床面積（特定建築行為に係る部分の床面積

に限る。）の合計の区分に応じ，それぞれ同表の右欄に定める額の手数

料を徴収するものとする。ただし，確認済証の交付を受けた建築物の

計画を変更して建築物を建築する場合で，増加する床面積が１０平方

メートル以内であるときは，この限りでない。

第６条第１項中「第１８条第１６項」を「第１８条第２０項」に改め，

同項の表２００平方メートルを超え５００平方メートル以内のものの項

中「５００平方メートル」を「３００平方メートル」に改め，同項の次

に次のように加える。

建築物の用途 床面積の合計 金額

一戸建ての住宅 ２００平方メートル以

内のもの

１６，４００円

２００平方メートルを

超えるもの

１７，７００円

共同住宅等 ３００平方メートル以

内のもの

３１，０００円

３００平方メートルを

超え２，０００平方メ

ートル以内のもの

５３，８００円

２，０００平方メート

ルを超え５，０００平

方メートル以内のもの

９７，５００円

５，０００平方メート

ルを超えるもの

１４７，０００円

３００平方メートルを超え５００平

方メートル以内のもの

３６，０００円
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第６条第４項及び第５項中「第１８条第１６項」を「第１８条第２０

項」に改め，同条に次の１項を加える。

６ 第１項の場合において，特定建築行為（建築物のエネルギー消費性

能の向上等に関する法律第１１条第１項に規定する特定建築行為をい

う。以下この項において同じ。）をしようとする者からは，同項の手数

料のほか，次の表の左欄に掲げる床面積（特定建築行為に係る部分の

床面積に限る。）の合計の区分に応じ，それぞれ同表の右欄に定める額

の手数料を徴収するものとする。

第７条第１項中「第１８条第１９項」を「第１８条第２８項」に改め，

同項の表２００平方メートルを超え５００平方メートル以内のものの項

中「５００平方メートル」を「３００平方メートル」に改め，同項の次

床面積の合計 金額

２００平方メートル以内のもの ４，４００円

２００平方メートルを超え３００平方メ

ートル以内のもの

８，８００円

３００平方メートルを超え１，０００平

方メートル以内のもの

１５，５００円

１，０００平方メートルを超え２，００

０平方メートル以内のもの

２５，３００円

２，０００平方メートルを超え５，００

０平方メートル以内のもの

７６，０００円

５，０００平方メートルを超え１０，０

００平方メートル以内のもの

１２０，０００円

１０，０００平方メートルを超え２５，

０００平方メートル以内のもの

１５２，０００円

２５，０００平方メートルを超えるもの １９０，０００円
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に次のように加える。

第８条中「第１８条第２０項」を「第１８条第２９項」に，「第１８条

第１６項」を「第１８条第２０項」に改め，「２８，０００円」と」の次

に「，「３６，０００円」とあるのは「３５，０００円」と」を加える。

第９条第１項の表の１の項中「第１８条第２４項第１号」を「第１８

条第３８項第１号」に改める。

附 則

この条例は，令和７年４月１日から施行する。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志

３００平方メートルを超え５００平 ３４，０００円

方メートル以内のもの
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議案第２４号

大崎市まちづくり基金条例の一部を改正する条例

大崎市まちづくり基金条例（平成１８年大崎市条例第８７号）の一部を

次のように改正する。

第５条中第６号を第７号とし，同号の前に次の１号を加える。

(６) 地域再生法（平成１７年法律第２４号）第５条第４項第２号に規

定するまち・ひと・しごと創生寄附活用事業として行う事業の財源に

充てるとき。

附 則

この条例は，令和７年４月１日から施行する。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第２５号

大崎市立学校の設置に関する条例及び大崎市立幼稚園預かり保育の

実施に関する条例の一部を改正する条例

（大崎市立学校の設置に関する条例の一部改正）

第１条 大崎市立学校の設置に関する条例（平成１８年大崎市条例第１１

３号）の一部を次のように改正する。

第２条第１号の表大崎市立にじの子幼稚園の項及び大崎市立川渡幼稚

園の項を削る。

（大崎市立幼稚園預かり保育の実施に関する条例の一部改正）

第２条 大崎市立幼稚園預かり保育の実施に関する条例（平成１８年大崎

市条例第１１６号）の一部を次のように改正する。

別表第２号の表大崎市立にじの子幼稚園の項及び大崎市立川渡幼稚園

の項を削る。

附 則

この条例は，公布の日から施行する。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第２６号

大崎市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例

大崎市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例（平

成２６年大崎市条例第３１号）の一部を次のように改正する。

第１６条第１項第２号中「栄養士」の次に「又は管理栄養士」を加える。

附 則

この条例は，令和７年４月１日から施行する。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第２７号

大崎市放課後児童クラブ実施条例及び大崎市放課後児童クラブ室設

置条例の一部を改正する条例

（大崎市放課後児童クラブ実施条例の一部改正）

第１条 大崎市放課後児童クラブ実施条例（平成１８年大崎市条例第１６

３号）の一部を次のように改正する。

第４条の表大崎市鳴子放課後児童クラブの項中

改め，同表大崎市田尻放課後児童クラブの項中「２０」を「５０」に改

める。

（大崎市放課後児童クラブ室設置条例の一部改正）

第２条 大崎市放課後児童クラブ室設置条例（平成３０年大崎市条例第４

８号）の一部を次のように改正する。

第２条の表に次のように加える。

附 則

この条例は，令和７年４月１日から施行する。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志

「

大崎市立鳴子小学校 大崎市鳴子温泉字湯元２９番地 を

」

「

大崎市鳴子放課後児童クラブ室 大崎市鳴子温泉字築沢２９番地 に

」

大崎市鳴子放課後児童クラブ室 大崎市鳴子温泉字築沢２９番地
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議案第２８号

大崎市青少年センター条例の一部を改正する条例

大崎市青少年センター条例（平成１８年大崎市条例第１３０号）の一部

を次のように改正する。

第２条中「北町五丁目５番２号」を「七日町１番１号」に改める。

附 則

この条例は，令和７年４月１日から施行する。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第２９号

大崎市水道の布設工事監督者が監督業務を行う布設工事並びに布設

工事監督者及び水道技術管理者の資格を定める条例の一部を改正す

る条例

大崎市水道の布設工事監督者が監督業務を行う布設工事並びに布設工事

監督者及び水道技術管理者の資格を定める条例（平成２４年大崎市条例第

４５号）の一部を次のように改正する。

第４条各号を次のように改める。

(１) 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）による大学（短期大学を

除く。以下同じ。）又は旧大学令（大正７年勅令第３８８号）による

大学において土木工学科又はこれに相当する課程を修めて卒業した後，

３年以上水道，工業用水道，下水道，道路又は河川（以下この条にお

いて「水道等」という。）に関する技術上の実務に従事した経験を有

する者（１年６月以上水道に関する技術上の実務に従事した経験を有

する者に限る。）であること。

(２) 学校教育法による大学又は旧大学令による大学において機械工学

科若しくは電気工学科又はこれらに相当する課程を修めて卒業した後，

４年以上水道等に関する技術上の実務に従事した経験を有する者（２

年以上水道に関する技術上の実務に従事した経験を有する者に限

る。）であること。

(３) 学校教育法による短期大学（同法による専門職大学の前期課程を

含む。）若しくは高等専門学校又は旧専門学校令（明治３６年勅令第

６１号）による専門学校（次号において「短期大学等」という。)に

おいて土木科又はこれに相当する課程を修めて卒業した後（同法によ
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る専門職大学の前期課程にあっては，修了した後。次号において同

じ。），５年以上水道等に関する技術上の実務に従事した経験を有する

者（２年６月以上水道に関する技術上の実務に従事した経験を有する

者に限る。）であること。

(４) 短期大学等において機械科若しくは電気科又はこれらに相当する

課程を修めて卒業した後，６年以上水道等に関する技術上の実務に従

事した経験を有する者（３年以上水道に関する技術上の実務に従事し

た経験を有する者に限る。）であること。

(５) 学校教育法による高等学校若しくは中等教育学校又は旧中等学校

令（昭和１８年勅令第３６号）による中等学校（次号において「高等

学校等」という。）において土木科又はこれに相当する課程を修めて

卒業した後，７年以上水道等に関する技術上の実務に従事した経験を

有する者（３年６月以上水道に関する技術上の実務に従事した経験を

有する者に限る。）であること。

(６) 高等学校等において機械科若しくは電気科又はこれらに相当する

課程を修めて卒業した後，８年以上水道等に関する技術上の実務に従

事した経験を有する者（４年以上水道に関する技術上の実務に従事し

た経験を有する者に限る。）であること。

(７) １０年以上水道等の工事に関する技術上の実務に従事した経験を

有する者（５年以上水道の工事に関する技術上の実務に従事した経験

を有する者に限る。）であること。

(８) 第１号又は第２号の卒業者であって，学校教育法に基づく大学院

研究科において１年以上衛生工学若しくは水道工学に関する課程を専

攻した後，又は大学の専攻科において衛生工学若しくは水道工学に関

する専攻を修了した後，第１号の卒業者にあっては２年以上，第２号

の卒業者にあっては３年以上水道等に関する技術上の実務に従事した

- 99 -



経験を有するもの（第１号の卒業者にあっては１年以上，第２号の卒

業者にあっては１年６月以上水道に関する技術上の実務に従事した経

験を有する者に限る。）であること。

(９) 外国の学校において，第１号から第６号までに規定する課程に相

当する課程を，それぞれ当該各号に規定する学校において修得する程

度と同等以上に修得した後，それぞれ当該各号に規定する最低経験年

数以上水道等に関する技術上の実務に従事した経験を有する者（それ

ぞれ当該各号に規定する水道等の最低経験年数の２分の１以上水道に

関する技術上の実務に従事した経験を有する者に限る。）であること。

(１０) 技術士法（昭和５８年法律第２５号）第４条第１項の規定によ

る第２次試験のうち上下水道部門に合格した者（選択科目として上水

道及び工業用水道を選択した者に限る。）であって，１年以上水道等

に関する技術上の実務に従事した経験を有するもの（６月以上水道に

関する技術上の実務に従事した経験を有する者に限る。）であること。

(１１) 建設業法施行令（昭和３１年政令第２７３号）第３７条第１項

及び第２項の規定による土木施工管理に係る１級の技術検定に合格し

た者であって，３年以上水道等に関する技術上の実務に従事した経験

を有するもの（１年６月以上水道に関する技術上の実務に従事した経

験を有する者に限る。）であること。

第５条第１号及び第２号を次のように改める。

(１) 前条第１項第１号，第３号又は第５号に規定する学校において土

木工学科若しくは土木科又はこれらに相当する課程を修めて卒業した

後（学校教育法による専門職大学の前期課程にあっては，修了した

後），同項第１号に規定する学校を卒業した者については３年以上，

同項第３号に規定する学校を卒業した者（同法による専門職大学の前

期課程にあっては，修了した者）については５年以上，同項第５号に
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規定する学校を卒業した者については７年以上水道に関する技術上の

実務に従事した経験を有する者であること。

(２) 前条第１項第１号，第３号又は第５号に規定する学校において工

学，理学，農学，医学若しくは薬学の課程又はこれらに相当する課程

（土木工学科及び土木科並びにこれらに相当する課程を除く。）を修

めて卒業した後（学校教育法による専門職大学の前期課程にあっては，

修了した後），同項第１号に規定する学校を卒業した者については４

年以上，同項第３号に規定する学校を卒業した者（同法による専門職

大学の前期課程にあっては，修了した者）については６年以上，同項

第５号に規定する学校を卒業した者については８年以上水道に関する

技術上の実務に従事した経験を有する者であること。

第５条第４号を次のように改める。

(４) 前条第１項第１号，第３号及び第５号に規定する学校において工

学，理学，農学，医学及び薬学に関する課程並びにこれらに相当する

課程以外の課程を修めて卒業した（当該課程を修めて学校教育法に基

づく専門職大学の前期課程（以下この号において「専門職大学前期課

程」という。）を修了した場合を含む。）後，同項第１号に規定する学

校の卒業者については５年以上，同項第３号に規定する学校の卒業者

（専門職大学前期課程の修了者を含む。次号において同じ。）につい

ては７年以上，同項第５号に規定する学校の卒業者については９年以

上水道に関する技術上の実務に従事した経験を有する者であること。

第５条に次の４号を加える。

(５) 外国の学校において第１号若しくは第２号に規定する課程又は前

号に規定する課程に相当する課程を，それぞれ当該各号に規定する学

校において修得する程度と同等以上に修得した後，それぞれ当該各号

の卒業者ごとに規定する最低経験年数以上水道に関する技術上の実務
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に従事した経験を有する者であること。

(６) 国土交通大臣及び環境大臣の登録を受けた者が行う水道の管理に

関する講習の課程を修了した者であること。

(７) 技術士法第４条第１項の規定による第２次試験のうち上下水道部

門に合格した者（選択科目として上水道及び工業用水道を選択した者

に限る。）であって，１年以上水道に関する技術上の実務に従事した

経験を有するものであること。

(８) 建設業法施行令第３７条第１項及び第２項の規定による土木施工

管理に係る１級の技術検定に合格した者であって，３年以上水道に関

する技術上の実務に従事した経験を有するものであること。

附 則

この条例は，令和７年４月１日から施行する。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第３０号

大崎市農業集落排水事業条例等の一部を改正する条例

（大崎市農業集落排水事業条例の一部改正）

第１条 大崎市農業集落排水事業条例（平成１８年大崎市条例第１９９

号）の一部を次のように改正する。

別表を次のように改める。

別表（第１４条関係）

（大崎市下水道条例の一部改正）

第２条 大崎市下水道条例（平成１８年大崎市条例第２５４号）の一部を

次のように改正する。

別表を次のように改める。

別表（第１７条関係）

区分 汚水量 金額

基本使用料 １，７０５円

従量使用料

（１立方メ

ートルにつ

き）

１０立方メートル以下 ３３円

１０立方メートルを超え２０立方

メートル以下

２４２円

２０立方メートルを超え５０立方

メートル以下

３０８円

５０立方メートルを超え５００立

方メートル以下

３４１円

５００立方メートルを超えるもの ３０８円

区分 汚水量 金額

基本使用料 １，７０５円
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（大崎市浄化槽整備事業条例の一部改正）

第３条 大崎市浄化槽整備事業条例（平成１９年大崎市条例第５号）の一

部を次のように改正する。

別表を次のように改める。

別表（第１４条関係）

附 則

（施行期日）

１ この条例は，令和７年１０月１日から施行する。

従量使用料

（１立方メ

ートルにつ

き）

１０立方メートル以下 ３３円

１０立方メートルを超え２０立方 ２４２円

メートル以下

２０立方メートルを超え５０立方

メートル以下

３０８円

５０立方メートルを超え５００立

方メートル以下

３４１円

５００立方メートルを超えるもの ３０８円

区分 汚水量 金額

基本使用料 １，７０５円

従量使用料

（１立方メ

ートルにつ

き）

１０立方メートル以下 ３３円

１０立方メートルを超え２０立方

メートル以下

２４２円

２０立方メートルを超え５０立方

メートル以下

３０８円

５０立方メートルを超え５００立

方メートル以下

３４１円

５００立方メートルを超えるもの ３０８円
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（適用区分）

２ 第１条の規定による改正後の大崎市農業集落排水事業条例（以下「改

正後の農集排条例」という。）の規定，第２条の規定による改正後の大

崎市下水道条例（以下「改正後の下水道条例」という。）の規定及び第

３条の規定による改正後の大崎市浄化槽整備事業条例（以下「改正後の

浄化槽条例」という。）の規定は，令和７年１１月分の使用料から適用

し，令和７年１０月分までの使用料は，なお従前の例による。

（経過措置）

３ 改正後の農集排条例の規定，改正後の下水道条例の規定及び改正後の

浄化槽条例の規定にかかわらず，使用料の額は，次の各号に掲げる期間

の区分に応じ当該各号に定める額とする。

(１) 令和７年１１月分から令和８年１０月分まで

(２) 令和８年１１月分から令和９年１０月分まで

区分 汚水量 金額

基本使用料 １，７０５円

従量使用料

（１立方メ

ートルにつ

き）

１０立方メートル以下 １１円

１０立方メートルを超え２０立方

メートル以下

２２０円

２０立方メートルを超え５０立方

メートル以下

２７５円

５０立方メートルを超え５００立

方メートル以下

３０８円

５００立方メートルを超えるもの ２７５円

区分 汚水量 金額

基本使用料 １，７０５円

従量使用料 １０立方メートル以下 ２２円
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(３) 令和９年１１月分から令和１０年１０月分まで

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志

（１立方メ

ートルにつ

き）

１０立方メートルを超え２０立方

メートル以下

２３１円

２０立方メートルを超え５０立方

メートル以下

２８６円

５０立方メートルを超え５００立

方メートル以下

３１９円

５００立方メートルを超えるもの ２８６円

区分 汚水量 金額

基本使用料 １，７０５円

従量使用料

（１立方メ

ートルにつ

き）

１０立方メートル以下 ３３円

１０立方メートルを超え２０立方

メートル以下

２４２円

２０立方メートルを超え５０立方

メートル以下

２９７円

５０立方メートルを超え５００立

方メートル以下

３３０円

５００立方メートルを超えるもの ２９７円
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議案第３１号

大崎市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

大崎市病院事業の設置等に関する条例（平成１８年大崎市条例第２６３

号）の一部を次のように改正する。

第３条第３項の表大崎市民病院の項中「腎臓・内分泌内科」を「腎臓・

高血圧内科」に，「糖尿病・代謝内科」を「糖尿病代謝・内分泌内科」に，

「疼痛緩和内科」を「疼痛緩和内科」に，「肛門外科」を「肛門外科」に，
とう こう

「歯科口腔外科」を「歯科口腔外科 感染症科 集中治療科」に改める。
くう

附 則

この条例は，令和７年４月１日から施行する。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第３２号

財産の処分について

次のとおり財産を処分したいので，大崎市議会の議決に付すべき契約及

び財産の取得又は処分に関する条例（平成１８年大崎市条例第７０号）第

３条の規定により，議会の議決を求める。

１ 処分する土地及び建物の所在地，種別及び数量

（１）土地

（２）建物

所在 大崎市古川飯川字熊野 40番2 学校用地 367 ㎡

同 40番5 学校用地 659 ㎡

同 66番1 学校用地 3,608 ㎡

同 66番4 学校用地 23,188 ㎡

合計 27,822 ㎡

所在 大崎市古川飯川字熊野40番地2，59番地

番号 種類 棟名称 構造 床面積

1 校舎 管理教室棟 鉄筋コンクリート造2階建 1,627.10㎡

2 校舎 体育館 鉄筋コンクリート造1階建 1,024.97㎡

3 その他 倉庫 等 鉄骨造1階建 等 409.90㎡
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２ 処分の目的

宮城県立古川支援学校の狭隘化解消のため，旧志田小学校跡地を有効

活用するもの。

３ 処分金額

１２０，７６５，０００円

４ 契約の方法

随意契約

５ 契約の相手方

宮城県仙台市青葉区本町三丁目８番１号

宮城県知事 村井 嘉浩

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第３３号

指定管理者の指定について

公の施設の指定管理者を次のとおり指定したいので，地方自治法（昭和

２２年法律第６７号）第２４４条の２第６項の規定により，議会の議決を

求める。

１ 指定管理者に管理を行わせようとする公の施設の名称

大崎市中山平温泉交流館及び大崎市中山コミュニティセンター

２ 指定管理者となる団体の名称

有限会社 しんとろの湯

３ 指定の期間

令和７年４月１日から令和１２年３月３１日まで

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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議案第３４号

字の区域を新たに画することについて

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２６０条第１項の規定により，

本市の区域内の字の区域を別紙のとおり新たに画するものとする。

令和７年２月１９日提出

大崎市長 伊 藤 康 志
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別紙

土地改良事業施行区域内

新たに画する

字 名

左の区域に包含される区域

字 名 地 番

田尻八幡字八幡沼 田尻八幡字谷地 １の１，２，３の１，４の１，５の１，６の１，７の１，８の１，９の１，

１０，１１の１，１２の１，１３の１，１３の３，１４の１，１４の２，１５

の１，１５の２，１６の１，１６の２，１７から３６まで，３７の２，３９の

１から３９の４まで，４０の１，４０の３から４０の５まで，４０の７から

４０の９まで，４０の１２，４１，４２の１，４２の２，４３から８５まで及

びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻八幡字寺崎 ３の１，３の３，３の４，４の１，５の３，７の１，８の１，９，１０，１１

の１，１１の２，１２から１４まで，１６，１７の１，１８の１，１９の１か

ら１９の３まで，２０，２１，２２の１，２３の１，２３の３，２４から３５

まで，３６の１から３６の９まで，３７の１から３７の４まで，３８の１，

３８の２，３９の１，３９の２，４０から４６まで，４７の１，４８の１，

４９の１，５０の１，５１の１，５２，５３の１，５４の１，５５の１，５６

の１，５７の１，５７の４及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である

公有地の全部

田尻八幡字北沼 １から５まで，６の１，７の１，８，９，１０の１，１０の３，１１から２２

まで，２３の１，２３の３，２４の１，２５の１，２５の３，２６の１，２６

の２，２７から３５まで，３６の１から３６の３まで，３７の１，３８から

４１まで及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻八幡字南沼 １の１，２の１，３の１，４の１，５の１，５の２，５の４，５の５，６の１，

６の３，７から４２まで，４３の１，４３の２，４４の１，４４の２，４５の

１，４５の２，４６の１，４６の２，４７の１，４７の２，４８の１，４８の

２，４９の１，４９の２，５０の１，５０の２，５１の１，５１の２，５２の

１，５２の２，５３の１，５３の２，５４の１，５４の２，５５の１から５５

の３まで，５６の１，５６の２，５７の１，５７の２，５８の１，５８の２，

５９の１，５９の２，６０の１，６０の２，６１の１，６１の２，６２の１，

６２の２，６３の１，６３の２，６４の１，６４の２，６５の１，６５の２，

６６の１，６６の２，６７から７８まで及びこれらの区域に隣接介在する道路，

水路である公有地の全部

田尻八幡字北向 １の１，２の３，３，４，５の１，６から８まで，９の２，１０の２，１０の

７，１０の８，１１の２，１２から２０まで，２１の１，２２の１，２３の１，

２４の１，２５から３５まで，３６の１，３６の２，３７から４２まで，４３

の１，４３の２，４４の１，４４の４，４８から５５まで，５６の１，５６の

２，５７から６９まで，７０の１，７０の３，７０の４，７１，７３の１及び

これらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の一部

田尻大嶺字大坊南 田尻大嶺字獅子 １の１，１の２

田尻大嶺字西沼 ３５の１，３６の１，３７の１，３８，３９の１，４０の１，４１の１，４２

の１，４３の１，４４の１，４５の１，４６の１，４７の１，４８の１，４９

の１，５０の１，５１の１，５２の１，５３から６３まで，６５の１，６５の

２，６５の４，６６の１，６７の１，７０の１，７１から８６まで，９１の１，

９２の１，９２の３，９５，９７から１０９まで，１１０の３，１１３の１，

１１５の２，１１６の２，１１８，１１９及びこれらの区域に隣接介在する道

路，水路である公有地の全部

田尻大嶺字東沼 １５，１６の１から１６の３まで，１７，１８の１，１９から２２まで，２４

の１，２５，２６の１，２６の２，２７の１，２８の１及びこれらの区域に隣

接介在する道路，水路である公有地の全部
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新たに画する

字 名

左の区域に包含される区域

字 名 地 番

田尻大嶺字清水東 田尻大嶺字西沼 １，４から１８まで，１９の１，１９の３，２０の１，２１の１，２２の１，

２３の１，２４の１，２５の１，２６の１，２７の１，２８の１，２９の１，

３０の１，３１の１，３２の１，３３の１，３４及びこれらの区域に隣接する

道路である公有地の全部並びにこれらの区域に隣接介在する水路である公有

地の全部

田尻大嶺字東沼 １から４まで，７の１から７の３まで，８，９の１から９の４まで，１０，

１１の１から１１の３まで，１２，１３の１及びこれらの区域に隣接介在する

道路，水路である公有地の全部

田尻大嶺字北山 １，１４，１６，１７，３４，５５の１に隣接する水路である公有地の全部

田尻大嶺字清水 １の８，１の９に隣接する水路である公有地の全部

田尻大嶺字清水東 １，２，３の１，３の２，４から２１まで，２２の１，２３の１，２４から

４７まで，４９，５１から５６まで，５７の１，５７の２，５８，５９及びこ

れらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻大嶺字西谷地 ２０の１，２２から２４まで，２５の１，２６，２７の２，２８の１，２８の

２，２９の１，２９の２，３０の１，３０の２，３１の１，３１の２，３２の

２，３３の１，３３の２，３５の１，３６の１，３７の１，３８の１，３９，

４０，４１の１，４１の２，４２から５１まで，５２の１，５３の１，５３の

２，５４から５６まで，５７の１，５７の２，５８から６３まで，６５，６６，

６８，６９，７１，７２の１，７２の２，７３の１，７３の２，７４，７５及

びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻大嶺字金田 ７から９まで，１０の１，１０の２，１１，１３の３及びこれらの区域に隣接

する水路である公有地の全部並びに２４，２８，２９の１，２９の３，２９の

６，２９の７に隣接する道路である公有地の全部

田尻大嶺字山崎東 田尻大嶺字土腐 １の１，２の１，３の１，４から１６まで，１７の１，１８の１，１９から

２９まで，３０の１，３１の１，３２の１，３３の１，３４の１，３５から

４３まで，４４の１，４５の１から４５の４まで，４６の１，４６の２，４７

から５２まで，５３の１，５４の１，５５の１，５６の１，５７から６１まで，

６２の１，６３の１，６４の１，６５の１，６６の１，６７の１，６７の２，

６８の１及びこれらの区域に介在する道路，水路である公有地の全部

田尻大嶺字西谷地 １，１の２，２の１から２の３まで，３の１，３の２，４から８まで，１１，

１３の１，１４の１，１４の２，１５の１，１６の１，１７の１，１８の１，

１９の１及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻大嶺字田中 １の一部，２の一部，３から１５まで，７３から８７まで，８８の１，８８の

２，８９の１，８９の２，９０の２，９１から１０５まで，１６９から１７３

まで，１７３の１，１７４から１７８まで，１７９の１，１７９の２，１８０

から１８５まで，１８６の１，１８７の１，１８８の１，１８９の１，１９０

及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の一部

田尻大嶺字浪打 １８の一部，２５の１，２６の１の一部，２７の１の一部，２８の一部，２９

の一部，３０の１の一部，３１の１の一部，３２の一部，３３から４７まで，

４９の１，４９の２，５０，５１の１，５２，５４から５８まで及びこれらの

区域に介在する道路である公有地の全部並びにこれらの区域に隣接介在する

水路である公有地の全部

田尻大嶺字新田中 田尻大嶺字田中 １６から４１まで，４２の１，４２の３，４３の１，４４の１，４５の１，

４６から７２まで，１０６から１３４まで，１３５の１，１３６の１，１３７

の１，１３８の１，１３９から１６８まで，１９９の１，２００から２０７ま

で，２０８の１，２０９から２２２まで，２２３の１，２２３の２，２２４か

ら２３０まで，２３１の１，２３２の１及びこれらの区域に隣接介在する道路，

水路である公有地の一部
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新たに画する

字 名

左の区域に包含される区域

字 名 地 番

田尻大嶺字新後田 田尻大嶺字小長崎 １１２の一部及び隣接する道路である公有地の一部

田尻大嶺字後田 ３，３の１，４，４の１，５の１，５の２，６の１，７，８，９の１，１０，

１１の１，１２の１，１３の１，１４から１８まで，１９の１，２０の１，

２１の１，２２の１，２３の１，２４の１，２５，２６の１，２７の１，２８

の１，２８の４，２９の１，３０の１，３１の１，３１の２，３２から５６ま

で，５７の１，５７の２，５８の１から５８の３まで，６２から１０８まで，

１０９の一部，１１０の一部，１１０の１，１１１から１１８までの各一部，

１１９から１２２まで，１２３から１３２までの各一部及びこれらの区域に隣

接介在する道路，水路である公有地の一部

田尻沼部字白山 ３から５までの各一部，１９から２２までの各一部，２４から２７まで，２９

から３５まで，３６の１，３６の３，４１の１，４２の１，４３から４７まで，

４８の一部，４９から５１まで，５１の１，５２，５４から５８までの各一部，

５９から６１まで，６２の一部，６２の１の一部，６３から６５までの各一部，

８６から８９までの各一部及びこれらの区域に隣接する道路，水路である公有

地の一部

田尻沼部字一里塚 ３９の１，３９の２，４０の２，４８の２の一部

田尻大嶺字新小長崎 田尻大嶺字小長崎 １から８まで，１０から１３まで，１８から４４まで，４６の１，４７の１，

４７の３，４８の１，４９から７５まで，７８，８２から８６まで，８７の１，

９２の１，９３から１１１まで，１１２の一部，１１３から１１５まで，

１１８の１及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の一部

田尻大嶺字後田 １０９から１１８までの各一部，１２９から１３２までの各一部，１３３，

１３４及びこれらの区域に介在する道路である公有地の全部並びに隣接介在

する水路である公有地の全部

田尻沼部字新清水出 １，１の１から１の３まで，２の２，３の１，３の２，４の１，４の２，５の

１，５の２，６の１，６の２，７の１，７の２，８から２０まで，２０の１，

２１，２２，２２の１，２３から３１まで，３１の１，３２，３３の１，３３

の２，３４の２の一部，４０から４４までの各一部，４５から４７までの各一

部，４８の１の一部，４９から５１までの各一部及びこれらの区域に隣接介在

する道路，水路である公有地の全部

田尻沼部字土部 １９の１から１９の３まで，２０，２１，２２の１，２３，２４，２５の１か

ら２５の６まで，２６の１，２７及びこれらの区域に隣接する水路である公有

地の全部

田尻沼部字五輪 １，４から２２まで，２３の一部，２４の一部，２６の一部，２７の一部，

２８の１の一部，２８の２の一部，３０の一部，３３の一部，３５の一部，

３７の一部，３８の１の一部，３９の１の一部，４１の一部，４２の一部及び

これらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の一部

田尻沼部字白山 １，２，３の一部，８，９から１１までの各一部及びこれらの区域に介在する

道路である公有地の全部並びにこれらの区域に隣接介在する水路である公有

地の全部

田尻大嶺字新坂下 田尻大嶺字坂下 ４，５の１，５の２，６の１，６の２，７，８の１，９，１０及びこれらの区

域に介在する道路である公有地の全部並びにこれらの区域に隣接介在する水

路である公有地の全部

田尻沼部字新田中前 １，２，２の１，３から１４まで，１４の１，１５の１，１６，１６の１，

１７の１，１８の１，１９の１，１９の２，２０の１，２１の１，２２から

３０まで，３０の１，３１，３１の１，３２から３５まで，３６の１，３７の

１，３８から４７まで，４８から５１までの各一部，５４から５７までの各一

部，５８の一部，５９の一部，６０の１の一部及びこれらの区域に隣接介在す

る道路，水路である公有地の一部
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新たに画する

字 名

左の区域に包含される区域

字 名 地 番

田尻通木字田中西 田尻大嶺字浪打 １，２の１，３の１，４，５，６の１，７の１，８の１，９の１，１０の１，

１１の１，１２から１７まで，１８の一部，１９の１，２０，２１の１，２２

の１，２３の１，２４の１，２６の１の一部，２７の１の一部，２８の一部，

２９の一部，３０の１の一部，３０の２，３１の１の一部，３１の２，３２の

一部，５９から６１まで及びこれらの区域に介在する道路である公有地の全部

並びにこれらの区域に隣接介在する水路である公有地の全部

田尻大嶺字薬師 １０２の２，１０３の１

田尻大嶺字田中 １の一部，２の一部及びこれらの区域に隣接する道路，水路である公有地の一

部並びに１から１５までの地先の水路である公有地の全部

田尻通木字田中前 ４８，４９，７０，７０の１，７１，７３，７７，７８，１１８の１，１１９

の２，１２０の１，１２１の１，１２１の２，１３３，１７４の１，１７４の

２，１７５，１７６，１８５，１８６の１，１８７の１，１８９から２０５ま

で及び１２１の２，１７４の２，２０１，２０２，２０４，２０５に隣接する

道路，水路である公有地の全部

田尻通木字新山崎 １，４，５，７から１３まで，１５から２３まで，２７，２７の１，２７の２，

２９の３及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻通木字山崎 ９の１から９の３まで，１０の２，１１の１，１８，１９の１から１９の３ま

で，２０，２１，２２の１，２４，２５の１，３６，３７，３８の１及びこれ

らの区域に隣接介在する水路である公有地の全部

田尻通木字山崎浦 田尻通木字新山崎 ３３から４１まで，４３から５１まで，５３，５６から６６まで，６７の１，

６７の２，６８，６８の２から６８の５まで，６９から７２まで及びこれらの

区域に介在する道路である公有地の全部並びにこれらの区域に隣接介在する

水路である公有地の全部

田尻通木字山崎 ９６の９

田尻通木字新田中 田尻大嶺字田中 １６から４１までの地先の道路，水路である公有地の一部

田尻通木字田中前 １から１３まで，１５から１８まで，２０から３４まで，３８から４６まで，

４７の１，４８の１，４９の１，５０の１，５１から６５まで，７６の１，

７７の１，７８の１，７９の１，８０の１，８１の１，８２の１，８３の１，

８４の１，８５の１，８６の１，８７の１，８８の１，８９の１，９９の１，

１００の１，１０１の１，１０２の１，１０３の１，１０４の１，１０５の１，

１０６の１，１０７の１，１０８の１，１０９の１，１１０の１，１１１の１，

１１２の１，１１３の１，１１４の１，１２２の１，１２３の１，１２４の１，

１２５の１，１２６，１２７，１２８の１，１２９から１３２まで，１３３の

１，１３４から１４５まで，１４６の１，１４６の５，１４７の１，１４７の

５，１４８の１，１４８の５，１４９から１７３まで及びこれらの区域に隣接

介在する道路，水路である公有地の全部

田尻通木字御室 １１の２，１２から１４まで，２９の２及びこれらの区域に隣接する道路であ

る公有地の全部並びに２０に隣接する水路である公有地の全部

田尻通木字山崎 ４３，４４及びこれらの区域に隣接する道路である公有地の全部並びにこれら

の区域に介在する水路である公有地の全部

田尻通木字新寺下 １０，１３から１８まで，２０から２４まで，２５の１，２５の２，２６から

２９まで，３０の１，３０の２，３１から３６まで，４２から４７まで，５４

の６，５８，５９の１，６０の１及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路

である公有地の全部

田尻通木字中崎 ２６の２に隣接する道路である公有地の全部
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新たに画する

字 名

左の区域に包含される区域

字 名 地 番

田尻通木字新太平田 田尻通木字太平田 ８，９，１０の１，１０の２，１１から２２まで，２３の１，２３の２，２４

の１，２４の２，２５から６８まで，７６から１０４まで，１０５の１，

１０５の２，１０６から１４０まで，１４１の１，１４１の３，１４２の１，

１４３の１，１４４の１，１４５から１７４まで及びこれらの区域に隣接介在

する道路，水路である公有地の全部

田尻沼部字新南待 １０３から１０５まで，１０５の１，１０６，１０７，１０９，１１１から

１２９まで，１７８から１９５まで，１９７，１９７の１，１９８から２０１

まで及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻通木字新原東 田尻通木字御室 ４７の７

田尻通木字中崎東 ６２から７１まで，８５から８８まで，９２の１，９２の２，９３から１１８

まで，１２８から１５２まで，１５３の１，１５３の２，１５４，１５５の１，

１５５の２，１５６から１６１まで，１６９の３，１７１の２，１７１の３，

１７２から１８２まで及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有

地の全部

田尻通木字道合 ２５，３０及びこれらの区域に介在する水路である公有地の全部

田尻通木字原東 １から８１まで，８２の１，８２の２，８３から９７まで，９８の１から９８

の３まで，９９，１００及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公

有地の全部

田尻通木字稲妻 １から６まで，８から１０まで，１２，１４から２３まで，２５から２９まで，

３０の１，３０の２，３１から３８まで及びこれらの区域に隣接介在する道路，

水路である公有地の全部

田尻通木字吉原 １から１８までの各一部，１９，２０から２２までの各一部，２３から１３３

まで，１３４の１，１３４の２，１３５の１，１３５の２，１３６の１，

１３６の２，１３７から１５３まで及びこれらの区域に隣接介在する道路，水

路である公有地の全部

田尻沼部字上原 ３４の２，３４の４及びこれらの区域に隣接する水路である公有地の全部

田尻沼部字八丁目 １から１０まで，１１から１３までの各一部，７１から７４までの各一部，

７５，７７から８９まで，９０から９２までの各一部及びこれらの区域に隣接

介在する道路，水路である公有地の一部

田尻北牧目字原田 １０，３９の一部，６３の一部，８０の一部

田尻北牧目字新田 １４の一部，１５の一部，１７の一部，１８，１０５から１０８までの各一部，

１０９の１の一部，１０９の２の一部，１１０から１１３までの各一部，

１１４の２の一部，１１５の一部，１１６の一部，１１７から１１９まで，

１２０の１，１２０の３，１２１の１，１２２から１２７まで，１２７の１，

１２８から１３２まで，１３３の一部，１３６から１６７まで，１６７の１，

１６８の一部及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻沼部字新舟場 田尻沼部字新田中前 ４８から５１までの各一部，５２，５３，５４から５７までの各一部，５７の

１，５７の２，５８の一部，５９の一部，６０の１の一部，６１の１，６２，

６３，６３の１，６３の２，６４，６４の１，６５，６５の１，６５の２，

６６，６７，６７の１，６８から７２まで，７２の１及びこれらの区域に隣接

介在する道路，水路である公有地の一部

田尻沼部字手代山 ９，１１の１，１３の３，１８

田尻沼部字新穴頭 １から１０まで，１１の１，１２の１，１３から１９まで，１９の１，２０か

ら３９まで，４０の１，４１の１，４２の１，４３の１，４４の１，４５の１，

４７，４７の１，４８から５０まで，５０の１及びこれらの区域に隣接介在す

る道路，水路である公有地の全部
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新たに画する

字 名

左の区域に包含される区域

字 名 地 番

田尻沼部字新木戸浦 田尻沼部字新清水出 ３４の１，３４の２の一部，３５から３８まで，３８の１，３９，４０から

４４までの各一部，４４の１，４５から４７までの各一部，４８，４８の１の

一部，４９から５１までの各一部，５２，５３，５３の１，５４から５８まで，

５８の１，５９から６４まで，６４の１，６５から６９まで，６９の１，７０

から７２まで，７３の１，７３の２及びこれらの区域に隣接する道路である公

有地の全部並びにこれらの区域に隣接介在する水路である公有地の全部

田尻沼部字新舘角 １の１，１の２，２，２の１，３，３の１，３の２，４から１４まで，１４の

１，１５から２１まで，２１の１，２２，２２の１，２３から２７まで，２７

の１，２８から３０まで，３０の１，３１から３３まで，３３の１，３４から

４１まで，４２の１，４２の２，４３の１から４３の３まで，４４から５１ま

で，５１の１，５２から５４まで，５４の１，５５から６６まで，６６の１か

ら６６の６まで，６７から７０まで，７０の１，７１，７１の１，７２から

７５まで及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻沼部字中島 １から６まで及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻沼部字五輪 ２３の一部，２４の一部，２５，２６の一部，２７の一部，２８の１の一部，

２８の２の一部，２９の１，２９の２，３０の一部，３３の一部，３５の一部，

３６，３７の一部，３８の１の一部，３９の１の一部，４０，４１の一部，

４２の一部，４３から６２まで，６２の１，６３から６８まで，６８の１，

６９から７１まで，７２の一部，７３，７４から７６までの各一部，７９，８

９から９３までの各一部，９４から９７まで，９９から１１９まで，１１９の

１，１２０から１２５まで，１２７から１３１まで，１３２の１，１３２の２，

１３３から１３６まで，１３７の２，１３７の３，１３８，１４０の１，

１４０の２及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の一部

田尻沼部字白山 ９から１２までの各一部，７４の一部，７５の一部，７６，７７の一部及びこ

れらの区域に隣接する道路である公有地の全部並びに隣接介在する水路であ

る公有地の全部

田尻沼部字新白山 田尻大嶺字後田 １２３から１２８までの各一部及び１２３に隣接する水路である公有地の全

部

田尻沼部字白山 ３から５までの各一部，６，７，１１の一部，１２の一部，１３から１８まで，

１９から２２までの各一部，４８の一部，５３，５４から５８までの各一部，

６２の一部，６２の１の一部，６３から６５までの各一部，６６，６６の１，

６７から７３まで，７４の一部，７５の一部，７７の一部，７８から８５まで，

８６から８９までの各一部，９０から９６まで，９７の１，９８，１００から

１１４まで，１１５の１，１１６の１，１１７の１，１１８の１，１１９の１

及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻沼部字一里塚 ２９の１，４８の２の一部

田尻沼部字石橋 ６の１及び隣接する水路である公有地の全部

田尻沼部字五輪 ７２の一部，７４から７６までの各一部，７７，７８，７９の１，８０から

８８まで，８９から９３までの各一部，１４１，１４２の１，１４３の１，

１４４の１，１４５の１，１４６の１，１４７の１，１４８の１，１４９の１，

１５０の１，１５１の４，１５６の１，１５７から１６７まで，１６７の１，

１６８から１８７まで及びこれらの区域に隣接介在する水路である公有地の

一部

田尻沼部字籠田 １７の５，１８の１，２２の２

田尻沼部字三代山 ５１の３
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新たに画する

字 名

左の区域に包含される区域

字 名 地 番

田尻沼部字新街道下 田尻沼部字大田 １，１の２，１の３，２，５から９まで，９の１，１０から２０まで，２１の

２，２２から３０まで，３１の１，３１の２，３２の１，３２の２，３３から

３６まで，３６の１，３７から５５まで，５７の１，５８の１，５９の１，

６０の１，６１の１，６２の１，６３の１，６４，６４の１，６５の１，６６

の１，６７，６８の１，６９の１，７０の１，７１から８５まで，８７，８８

の１，８８の２，８９，９１，９２，９３の１，９４の１，９５の１，９６の

１，９７の１，９８の１，９９の１，１００の１，１０１の１，１０２の１，

１０３の１及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻沼部字雷 ９の１

田尻大嶺字街道下 １の１，２の１，３の１，４の１，５の１，６の１，７の１，８の１，９の１，

１０の１，１１の１，１２の１，１３の１，１４の１，１５の１，１６の１，

１７の１，１８の１，１９の１，２０の１，２１の１，２２の１，２３の１，

２４の１，２５の１，２６の１，２７の１，２８の１，２９の１，３０の１，

３１の１，３２の１，３３の１，３４の１，３５の１，３５の３，３６の１，

３７の１，３８の１，３９の１，４０の１，４０の３，４１の１，４１の３，

４２から７６まで，７７の１，７８の１，７９の１，８０の１，８１から

１１７まで，１２０から１５４まで，１５５の１，１５６の１，１６２から

１７０まで，１７１の１，１７１の２，１７２から１８５まで，１８６の１，

１８６の２，１８７の１，１８７の２，１８８から１９３まで，１９４の１，

１９４の２，１９５，１９６の１，１９６の２，１９８の１，１９８の２，

１９９から２０５まで，２０７の２，２０８から２１０まで及びこれらの区域

に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻大嶺字百塚 １６の１，１８に隣接する道路，水路である公有地の全部

田尻沼部字新三高野 田尻沼部字新穴尻 １，４の１，６，７，７の１，７の２，８から２０まで，２２から３４まで，

３６，３７，３７の１，３８，３９，３９の１，４０から４４まで，４４の１，

４４の２，４５から５１まで，５１の１，５１の２，５２，５２の１，５３，

５３の２，５４，５４の１，５４の２，５５から５９まで，５９の１，６０，

６１及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻沼部

字新八幡崎前

１，３から８まで，８の１，１０，１１の１，１１の２，１２の１，１２の２，

１３の１，１３の２，１４の１，１４の２，１５の１，１５の２，１６の１，

１６の２，１７の１，１７の２，１８の１，１８の２，１９，１９の１，２０，

２０の１から２０の３まで，２１の１から２１の３まで，２２の１から２２の

３まで，２３の１，２３の２，２４の１，２４の２，２５の１，２５の２，

２６の１，２６の２，２７，２８の１，２８の２，２９の１，２９の２，３０

の１から３０の３まで，３１の１から３１の４まで，３２の１，３２の２，

３３の１，３３の２，３４，３７から４２まで，４３の１，４３の２，４４の

１，４４の２，４５の１から４５の３まで，４６から５１まで，５１の１，

５２，５３，５３の１，５４，５４の１，５４の２，５５から５９まで，６１

から６５まで，６５の１，６６から６８まで，６８の１，６９から７２まで，

７２の１から７２の４まで，７３，７４，７４の１，７５，７６，７６の１，

７７から８６まで，８６の１，８６の２，８７，８７の１，８８から９０まで，

９２から１０４まで，１０５の１から１０５の３まで，１０６から１０８まで，

１０８の２，１０９から１１６まで，１１８から１２２まで及びこれらの区域

に隣接介在する道路，水路である公有地の全部
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新たに画する

字 名

左の区域に包含される区域

字 名 地 番

田尻沼部字新千刈田 １から１１まで，１１の１，１２から１５まで，１５の１から１５の７まで，

１６の１，１６の２，１７の１，１７の２，１８の１，１８の２，１９の１，

１９の２，２０の１，２０の２，２１の１，２１の２，２２の１，２２の２，

２３の１，２３の２，２４の１，２４の２，２５の１，２５の２，２６，２６

の１から２６の３まで，２７の１，２７の２，２８の１，２８の２，２９の１，

２９の２，３０の１，３０の２，３１の１，３１の２，３２，３３，３４の１，

３４の２，３５の１，３５の２，３６の１，３６の２，３７の１，３７の２，

３８の１，３８の２，３９の１，３９の２，４０の１，４０の２，４１の１，

４１の２，４２の２，４３の２，４４から５４まで，５４の１，５５から５９

まで，６０の１，６０の２，６１の１，６１の２，６２から６７まで，６７の

１，６８から７１まで，７１の１，７３，７６，７８，７８の１，７９，７９

の１，７９の２，８０，８０の１，８０の２，８１から９１まで，９２の１，

９２の２，９３の１から９３の４まで，９４の２から９４の４まで，９５の１，

９５の２及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻沼部字新寺川戸 １４から１７まで，１７の１，１８から２０まで，２０の１から２０の６まで，

２１，２１の１，２２から２４まで，２４の１，２４の２，２５から３６まで，

３６の１，３７から４０まで，４０の１，４０の２，４１，４１の１，４２及

びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻沼部字新花崎 １，２の１，２の２，３，３の１から３の３まで，４の１，４の２，５，５の

１から５の３まで，６，７，７の１，７の２，８から２０まで，２０の１，

２１から２９まで，２９の１，３０，３１の１，３１の２，３２の１，３２の

２，３３の５，３３の６，３４，３４の１から３４の３まで，３５，３５の１，

３５の２，３６から３９まで，４０の１，４０の２，４１の１，４１の２，

４２の１，４２の２，４３の１，４３の２，４４から５２まで，５２の１，

５３の１，５４，５４の１，５７，５８，６１から６５まで，６５の１，６６

から６９まで，６９の１，７０から７３まで，７３の１，７４から９５まで，

９６の１，９６の２，９７の１から９７の３まで，９８の１から９８の５まで，

９９の１から９９の３まで，１００から１０４まで，１０６の１，１０６の２，

１０７，１０８の１，１０８の２，１０９，１１０の１，１１１の１，１１２

の１，１１３の１，１１４の１，１１５の１，１１６の１，１１７の１，

１１８から１３１まで，１３５から１３８まで，１４１から１４６まで，

１４６の１，１４７から１５０まで，１５３の１，１５４から１６０まで，

１６０の１及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻沼部字二階組 ４７及び隣接する道路である公有地の全部

田尻沼部字染屋前 ４の１，４８の地先の道路である公有地の一部

田尻沼部字新染屋前 ２から４までの地先の道路である公有地の一部

田尻沼部字新貝ノ堀 田尻沼部字染屋前 １０の１，１１の３，１６の３及びこれらの区域に隣接する道路である公有地

の全部

田尻沼部字新染屋前 １から１７まで，１７の１，１８から２７まで，２７の１，２８，２８の１，

２９から３５まで，３５の１，３６から３８まで，３８の１，３８の２，３９

から４５まで，４５の１，４５の２，４６から５５まで，５５の１，５６から

６０まで，６０の１，６０の２，６１から６７まで，６７の１，６８から７１

まで，７１の１，７２から７６まで，７６の１，７７から７９まで，７９の１，

８０から９１まで，９１の１，９２から９６まで，９６の１，９７から１００

まで及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部
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新たに画する

字 名

左の区域に包含される区域

字 名 地 番

田尻沼部

字新五丁谷地

１，２の１，３の１，３の３，４の１，４の３，５，５の１，５の３，６の１，

から６の３まで，７の１，７の２，８の１，８の２，９から１４まで，１４の

１，１５から１７まで，１８の１，１９から２１まで，２１の１，２２から

２６まで，２７の１，２８から３２まで，３２の１，３３から３８まで，３８

の１，３８の２，３９から４１まで，４１の１，４２から４７まで，４７の１，

４８，４８の１，４９から５７まで，５７の１，５８から６１まで，６１の１，

６２から６８まで，６９の１，６９の２，７０の１，７０の２，７１の１から

７１の３まで，７２の１，７２の２，７３の１，７３の２，７４，７４の１，

７５から７８まで，７９の１，７９の２，８０の１から８０の３まで，８１の

１から８１の４まで，８２の１，８２の２，８３の１，８３の２，８４から

９８まで，９８の１，９９から１０１まで，１０１の１，１０１の２，１０２，

１０２の１，１０３から１０９まで，１１０の１，１１０の２，１１１，

１１１の１，１１１の２，１１２の１から１１２の３まで，１１３の１，

１１３の２，１１４の１，１１４の２，１１５から１２９まで，１３０の１，

１３０の２，１３１の１，１３１の２，１３２の１から１３２の３まで，

１３３の１，１３３の２，１３４の１，１３４の２，１３５，１３６，１３６

の１，１３７から１４０まで，１４０の１，１４１から１４５まで，１４５の

１，１４６から１４８まで，１４８の１，１４９，１５０及びこれらの区域に

隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻沼部字新宿浦 ２３の１，２４，４６，４７の地先の道路である公有地の一部

田尻沼部字舘浦 ３４の２の地先の水路である公有地の一部

田尻沼部字新東田 田尻沼部字木戸前 ４，５，１５から２７まで，２７の１，２８，２９の１，３０の１，４８の１，

４８の３，４９の１，５０の１，５０の２，５１から６９まで，７０の１から

７０の３まで，８６，８６の１，８７の１，８７の２，８８から９８まで，

１１４，１１５の１，１１５の３，１１６の１，１１６の３，１１７，１１８，

１１８の１，１１９，１２０の１，１２０の２，１２１の１，１２１の２，

１２２，１２３の１，１２３の３，１２４の１，１２４の４，１２４の５及び

これらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻沼部字東田 １の１，２，３の１，４，４の１，５，５の１，５の４，６，６の１，７の１，

８，８の１，９から１５まで，１６の１，１７の１，１８の１，１９の１，

２０の１，２１の１，２２の１，２５，２７の１，２８，２８の１，２９から

３８まで，４０から４２まで，４２の１，４３から５８まで，６０から８８ま

で，９０から１００まで，１００の１，１０１から１０９まで，１０９の１，

１１０から１３０まで，１３２から１６０まで，１６０の１，１６１から

１６７まで，１６８の１，１６８の２，１７０から１９１まで，１９９及びこ

れらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻沼部字金鋳神 ２の２及び隣接する水路である公有地の全部

田尻沼部字寿崎 １，２，３の２，８から１０まで，１１の２，１２の２，１３の１，１３の２

及びこれらの区域に隣接介在する道路である公有地の全部

田尻沼部字泉谷崎 ３，４，１９及びこれらの区域に隣接する水路である公有地の全部

田尻沼部字上高野前 １，１の３，２から１７まで，１９から２５まで，２６の１，２７の１，２８

から３０まで，３２から５０まで，５３の１，５３の３，５４から５７まで，

５８の１，５９の１，６０の１，６１の１，６２の１，６３，６４，６５の１，

６６の１，６７の１，６８の１，６９から７３まで，７４の１，７５の１，

７６，７７，７８の１，７９の１，８０の１，８１の１及びこれらの区域に隣

接介在する道路，水路である公有地の全部
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新たに画する

字 名

左の区域に包含される区域

字 名 地 番

田尻沼部字芭良島 １，１の３，２から２２まで，２３の１，１２０の１，１２１から１２３まで，

１２５から１４２まで，１４４から１４６まで，１４６の３，１４７，１４７

の３，１４８から１７０まで，１７１の１及びこれらの区域に隣接介在する道

路，水路である公有地の全部

田尻沼部字俵田 １の２，２，３の２，１４から２８まで，２９の１，１１９の１，１１９の３，

１１９の４，１２０の１，１２０の２，１２１の１，１２１の２，１２２の１，

１２２の２，１２３の１，１２３の２，１２４の１，１２４の２，１２５の１，

１２５の２，１２６の１，１２６の２，１２７，１２７の１，１２７の２，

１２８の１，１２８の２，１２９の１，１２９の２，１３０の１，１３０の２，

１３１の１，１３１の２，１３２の１，１３２の２，１３３の１，１３３の２，

１３５の１，１３５の２，１３７の１，１３７の２，１３８の１，１３８の２，

１３９の１，１３９の２，１４０の１，１４０の２，１４１の１，１４１の２，

１４２の１，１４２の２，１４３の１，１４３の２，１４６，１４７の１，

１４７の２，１４８の１，１４８の２，１４９の１，１４９の２，１５０の１，

１５０の２，１５１の１，１５１の２，１５２の１，１５２の２，１５３の１，

１５３の２，１５４の１，１５４の２，１５５，１５６の１，１５６の２，

１５７の１，１５７の２，１５８，１５９の１，１５９の２，１６０，１６１

の１，１６１の２，１６２の１，１６２の２，１６４の１，１６４の２，

１６５の１，１６５の２，１６６，１６７の１，１６７の２，１６８の１，

１６８の２，１６９の１，１６９の２，１７０の１，１７０の２，１７１の１，

１７１の２，１７２，１７３の１，１７３の２，１７４，１７４の１，１７４

の４，１７４の５及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の

全部

田尻沼部字新百塚 １１２の１，１１３から１１５まで，１１５の１，１１６から１１８まで，

１１９の２，１２１，１２２，１２２の１，１２３から１２７まで，１２９か

ら１３７まで及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻沼部字新俵田 田尻沼部字車坂 １の２の地先の道路である公有地の一部

田尻沼部字城ノ内 ２，３の２，５及びこれらの区域に隣接介在する水路である公有地の全部

田尻沼部字奈良崎 １，２の１，２の２，３，４，５の１，５の２，６から３４まで，３４の１，

３７から４９まで，５１から５３まで，５５から８７まで及びこれらの区域に

隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻沼部字奈良崎東 ３９

田尻沼部字芭良島 ２４から９３まで，９４の１，９４の２，９５から１０９まで，１０９の１，

１１０から１１９まで，１７２から２１４まで，２１７から２２０まで及びこ

れらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部
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新たに画する

字 名

左の区域に包含される区域

字 名 地 番

田尻沼部字俵田 ３０から６６まで，６７の１，６８の１，６９の１，７０の１，７１の１，

７２の１，７２の３，７３の１，７３の３，７４の１，７４の３，７５の１，

７５の３，７６の１，７６の２，７７の１，７７の２，７８の１，７８の２，

７９の１，７９の２，８０の１，８０の２，８１の１，８１の２，８２の１，

８２の２，８３，８４の１，８４の２，８５の１，８５の２，８６の１，８６

の２，８７，８８の１，８８の２，８９の１，８９の２，９０の１，９０の２，

９２の１，９２の２，９３の１，９３の２，９４の１，９４の２，９５の１，

９５の２，９６の１，９６の２，９７，９８の１，９８の２，１００の１，

１００の２，１０１の１，１０１の２，１０２の１，１０２の２，１０３の１，

１０３の２，１０４の１，１０４の２，１０６，１０７の１，１０７の２，

１０８の１，１０８の２，１０９の１，１０９の２，１１０の１，１１０の２，

１１１の１，１１１の２，１１２の１，１１２の２，１１３の１，１１３の２，

１１４の１，１１４の２，１１５の１，１１５の２，１１６，１１７の１，

１１７の２，１１８の１，１１８の２，１７５の１から１７５の３まで，

１７７の１から１７７の３まで，１７８の１から１７８の３まで，１７９の１

から１７９の３まで，１８０の１から１８０の３まで，１８１の１から１８１

の３まで，１８２の１から１８２の３まで，１８３の１から１８３の３まで，

１８４の１から１８４の３まで，１８５の１から１８５の３まで，１８６の１

から１８６の３まで，１８７の１から１８７の３まで，１８８，１８９の１か

ら１８９の３まで，１９０の１から１９０の３まで，１９１の１から１９１の

３まで，１９２の１から１９２の３まで，１９３の１から１９３の３まで，

１９４の１から１９４の３まで，１９５の１から１９５の３まで，１９６の１

から１９６の３まで，１９７の１から１９７の３まで，１９８の１から１９８

の３まで，１９９の１から１９９の３まで，２００の１から２００の３まで，

２０１の１から２０１の３まで，２０２，２０３の１から２０３の３まで，

２０４，２０５の１から２０５の３まで，２０６の１から２０６の４まで，

２０７の１から２０７の３まで，２０８の１から２０８の３まで，２０９の１

から２０９の３まで，２１０の１から２１０の３まで，２１１の１から２１１

の３まで，２１２の１から２１２の３まで，２１３の１から２１３の３まで，

２１４，２１４の１から２１４の３まで，２１５の１から２１５の３まで，

２１６の１から２１６の３まで，２１７，２１８の１から２１８の３まで，

２１９の１，２１９の３，２１９の４，２２０，２２１の１，２２２の１，

２２３の１及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻沼部字新百塚 ８８から１０７まで，１０７の１，１０８から１１１まで及びこれらの区域に

介在する道路である公有地の全部並びに隣接介在する水路である公有地の全

部

田尻沼部字新八丁目 田尻沼部字新南待 １から３まで，３の１，４，４の１，５の１，６，８，１０から２７まで，

２７の１，２８，２９，３０の１，３１の１，３２の１，３３の１，３４の１，

３５，３５の１，３６の１，３７の１，３８の１，３９の１，４０の１，４１

の１，４２の１，４３の１，４４の１，４５の１，４６の１，４７の１，４８

の１，５０の１，５１の１，５２の３，５３の３，５４の４，５９から９３ま

で，９５から１００まで，１３０，１３２の１，１３３の１，１３４，１３７，

１３７の１，１３８から１４０まで，１４０の１，１４１から１４３まで，

１４５から１４９まで，１５１から１５６まで，１５８から１６２まで，

１６３の２，１６４の２，１６５の３，１７０，１７１，１７３から１７５ま

で，１７５の１，１７７及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公

有地の全部
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新たに画する

字 名

左の区域に包含される区域

字 名 地 番

田尻沼部字八丁目 １１から１３までの各一部，１４から３０まで，３１の１から３１の３まで，

３２の１，３３，３４，５７から７０まで，７１から７３までの各一部，９０

から９２までの各一部，９３，９４，９６，９７，９８の１，９８の２，９９

から１０４まで，１０６から１１３まで，１１３の１，１１４から１３０まで，

１３７から１４１まで及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有

地の全部

田尻沼部字上原 ３４の６，４１の３，４１の４，４５及びこれらの区域に介在する道路，水路

である公有地の全部並びに１の１，３の２に隣接する水路である公有地の全部

田尻北牧目字原前 １７及び隣接する水路である公有地の全部

田尻北牧目字新田 １３３の一部，１６８の一部及びこれらの区域に隣接する水路である公有地の

全部

田尻北牧目字原田 ３９の一部，４０，４７，５０から５８まで，６０，６３の一部，７０，８０

の一部及びこれらの区域に隣接する水路である公有地の全部

田尻沼部字新中新堀 田尻沼部字新堀 １の１，２から４４まで，４５の１，１１７の４及びこれらの区域に隣接介在

する道路，水路である公有地の全部

田尻沼部字中新堀 １の１，１の３，２の１，２の２，３，３の１，３の２，４から８まで，８の

１，９から４７まで，４９の１，５０の１，９０の１，９１から１３０まで，

１３０の１，１３１から１３４まで，１３４の１，１３５，１３６の１及びこ

れらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻沼部字新堀浦 ７から１６まで，１６の１，１７から２９まで，３９の１，３９の２，４０，

４１の１，４１の２，４２から４９まで，４９の１，５０，５１，８０の１，

８１の１，８１の２，８２の１，８２の２，８３の１，８３の２，８４の１，

８４の２，８５の１，８５の２，８６の１，８６の２，８７の１，８７の２，

８８の１，８８の２，８９の１，８９の２，９０の１，９０の２，９１の１，

９１の２，９２の１，９２の２，９３の１，９３の２，９４の１，９４の２，

９５の１，９５の３，９５の４，９６の１，９６の２，９７の１，９７の２，

９８の１，９８の２，９９の１，９９の２，１００，１０１の１，１０１の２，

１０２の１，１０２の２，１０３の１，１０３の２，１０４の１，１０４の２，

１０５の１，１０５の２，１０６の１，１０６の２，１０７の１，１０７の２，

１０８の１，１０８の２，１０９の１，１０９の２，１１０の１，１１０の２，

１１１の１，１１１の２，１１２の１，１１２の２，１１３の１，１１３の２，

１１４の１，１１４の２，１１５の１，１１５の２，１１６の１，１１６の２，

１１７の１，１１７の２，１１８から１３４まで，１３５の１及びこれらの区

域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻沼部字原東 １の２，１の３，２の２，４１に隣接する道路である公有地の全部

田尻北牧目字新田前 ３３の８及び隣接する道路である公有地の全部

田尻北牧目字新堀 １の１から１の３まで，２，２の１から２の４まで，３から８まで，９の１，

１０の１，１０の６，１１の１，１１の１２，１２の１，１２の２，１３の２，

１３の３，１７の３，１８の１，１９の１，２０の１，２１の１，２２の１，

２３の１，２４の１，２５の１，２６の１，２７の１，２８から３７まで，

５７から６４まで，６４の１，６４の２，６５から７６まで，１０６から

１１６まで，１１６の１及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公

有地の全部

田尻北牧目字新田西 田尻通木字吉原 １から１８までの各一部，２０から２２までの各一部及びこれらの区域に隣接

する道路である公有地の全部並びにこれらの区域に隣接介在する水路である

公有地の全部
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新たに画する

字 名

左の区域に包含される区域

字 名 地 番

田尻字太子堂 １７の１，１８の１，１９の１，２０の１，２１から３７まで，３７の１，

３８から４９まで及びこれらの区域に隣接する道路である公有地の全部並び

にこれらの区域に隣接介在する水路である公有地の全部

田尻北牧目字新田 １，２，３の２，３の４，１４の一部，１５の一部，１７の一部，７４，７４

の１，７４の２，７５から８５まで，８５の１，８６，８６の１，８７から

８９まで，８９の１，９０，９０の１，９１，９１の１，９２から９４まで，

９４の１，９６から１０４まで，１０４の１，１０５から１０８までの各一部，

１０９，１０９の１の一部，１０９の２の一部，１０９の３，１１０から

１１３までの各一部，１１４の１，１１４の２の一部，１１５の一部，１１６

の一部及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻北牧目字新鴻巣 田尻北牧目字鴻巣 ２９の１，２９の２，３０の１，３０の２，３１の１，３２から３８まで，

３９の１，４０の１，４１の１，４２の１から４２の３まで，４３から４７ま

で，５２から６８まで，６９の１，６９の２，７０の１，７０の２，７１の１

から７１の４まで，７２から８８まで，９６の１から９６の３まで，９７から

１１１まで，１１２の１から１１２の４まで，１１３から１１７まで，１１７

の１，１１８から１２８まで，１２９の１，１２９の２，１３０の１，１３１

から１４１まで，１４２の１，１４２の２，１４３の１，１４３の２，１４４

の１，１４４の２，１４５の１，１４５の２，１４６の１，１４６の２，

１４７の１，１４７の２，１４８から１５２まで，１５３の１，１５３の４の

一部，１５４の１，１５４の２の一部，１５５の１，１５５の２，１５６の１，

１５６の２，１５７の１，１５７の２及びこれらの区域に隣接介在する道路，

水路である公有地の一部

田尻北牧目字牛宿田 １，３，３２，３３の地先の道路である公有地の一部

田尻北高城字屋敷 １６の３，１９の２及びこれらの区域に介在する水路である公有地の全部

田尻字新神楽田 田尻字小才下 １の１，２の１，３の２，４の２，５の３，８から１０まで，１１の１，１２

の１，１３から１９まで，２１から３１まで，３２の１，３３の１，３４，

３５，３６の１，３６の２，３７の１，３８から４３まで，５１から５４まで，

５５の１，５５の２，５６から６２まで，６３の１，６４の１，６５から７７

まで，９０から９５まで，１０５から１１６まで，１２７から１３２まで，

１３３の１，１３４の１，１３５の１，１３６の１，１３７の１，１３８の１

及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻字町尻 ６２から７９まで，８５から１１５まで，１２２から１２９まで，１３０の１

から１３０の４まで，１３１から１４１まで及びこれらの区域に隣接介在する

道路，水路である公有地の全部

田尻字神楽田 １，２の１，３の１，４の１，５の１，６の１，７の１，８の１，９の１，

１０から１３まで，１４の１，１５の１，１６から３０まで，３１の１，３１

の２，３２から８６まで，８７の１，８７の２，８８から１２６まで，１３４

から１５９まで，１６０の１，１６０の２，１６１から１６７まで及びこれら

の区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻字牧目前 １から１２まで，１５から４０まで，５０から７９まで，８０の１，８１から

１１１まで，１１２の１，１１２の２，１１２の４，１１２の５，１１３の１，

１１３の７，１１４の１，１１４の４，１１５の１，１１５の４，１１５の５，

１１６の１，１１６の４，１１７の１，１１７の３，１１８から１３８まで，

１３９の１，１３９の２，１４０の１，１４０の３，１４１の１，１４１の４，

１４２，１４３の１，１４４の１，１４５の１，１４６から１５１まで，

１５２の１，１５３の１，１５４の１，１５５の１及びこれらの区域に隣接介

在する道路，水路である公有地の全部

- 124 -



新たに画する

字 名

左の区域に包含される区域

字 名 地 番

田尻字新御蔵 田尻字御蔵 ２８の１，２９の１，３０の１，３１の１，３２の１，３３の１，３４の１，

３５の１，３６の１，３７の１，３８の１，３９の１，４０の１，４１の１，

４２の１，４３の１，４４の１，４５，４６の３，４６の４，４７，４８，

４９の１，５０，５１の１，５２の１，５３の１，５４の１，５５の１，５６

の１，５７の１，５８の１，５８の２，５９から７９まで，８０の１，８０の

２，８１から９１まで，１２６から１４５まで，１４６の１，１４６の２，

１４７から１５７まで，１５８の１，１５９の１，１６２の１，１６３の１，

１６４の１，１６５の１，１６５の２，１６６から１９３まで，１９４の１，

１９４の２，１９５の１，１９５の２，２０２の４，２０２の６，２０３，

２０４の１，２０５の１，２０６の１，２０７の１，２０８，２０９の１，

２０９の２，２１０の１，２１１の１，２１２の１，２１２の２，２１３の１，

２１３の２，２１４の１，２１５の１，２１６の１，２１７の１，２１８の１，

２１９の１，２１９の２，２２０の１，２２１の１，２２２の１，２２３の１，

２２４の１，２２５の１，２２６の１，２２７の１，２２８の１，２２９の１，

２３０の１，２３１の１及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公

有地の全部

田尻北高城字新前田 田尻北高城字前田 １から１３まで，１４の１，１５の１，１６の１，１７から３１まで，４８か

ら８０まで，１００から１０３まで，１０４の１，１０６の１，１０７から

１３７まで，１３８の１，１３８の２，１３９の１から１３９の３まで，

１４０の１から１４０の３まで，１４１から１５３まで，１５４の１，１５６

の１，１５７，１５８，１５９の１，１７０の１，１７１から１９８まで，

１９９の１及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地の一部

田尻北高城字土手前 ２の１，３の１，４の１，５の１，６の１，７の１，８の１，９の１，１０の

１，１１の１，１２の１，１３の１，１４の１，１５の１，１６の１，１７の

１，１８の１，１９の１，２０の１，２１から２７まで，２８の１から２８の

３まで，２９，３２の４，３３，３４の１，３５の１，３６の１，３７の１及

びこれらの区域に介在する道路である公有地の全部並びにこれらの区域に隣

接介在する水路である公有地の全部

田尻北牧目字牛宿田 １から６まで，７の１，８の１，９の１，１０の１，１１の１，１２の１，

１４の１，１５の１，１６の１，１７の１，１８の１，１９の１，２０の１，

２１の１，２２の１，２３から３７まで及びこれらの区域に隣接介在する道路，

水路である公有地の全部

田尻北牧目字鴻巣 １５３の４の一部，１５４の２の一部及び１５４の２に隣接する水路である公

有地の一部

田尻桜田高野字上田 １０から１７まで，１９，２１から３０まで，３２から３５まで，３６の１，

３７，３８，３９の１の地先の水路である公有地の一部

田尻桜田高野

字新中田

田尻北高城字前田 １７０の１，１７１，１７２の地先の道路である公有地の一部

田尻桜田高野字上田 １の３，２の２，３の２，１０から３５まで，３６の１，３６の２，３７，

３８，３９の１，４０の１，４０の３，４１から５２まで，８１から９２まで，

９３の１，９３の３及びこれらの区域に隣接介在する道路，水路である公有地

の一部

田尻桜田高野字中田 １から４まで，５の１，５の２，６から１１まで，１２の１，１２の２，１３

から１９まで，２４から３２まで，３３の１，３３の２，３４から４４まで，

８５から９６まで，１０５から１１６まで及びこれらの区域に隣接介在する道

路，水路である公有地の全部

田尻桜田高野字西田 １３から２４まで及びこれらの区域に隣接する道路，水路である公有地の全部
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新たに画する

字 名

左の区域に包含される区域

字 名 地 番

田尻桜田高野

字新道下

田尻桜田高野字下田 ５から２６まで，２７の１，３５の１，３６から５１まで，５３，５６から

６４まで，７０の１，７１の１，７２の１，７３の１，７４の１，７５の１，

７６の１，７７の１，７８の１，９２の１，９３の１，９４の１及びこれらの

区域に隣接介在する道路，水路である公有地の全部

田尻桜田高野

字苗代下

４９の１から４９の４までに隣接する水路である公有地の全部

田尻桜田高野字道下 ４の１，５の１，６の１，７の１，８から１２まで，１３の１，１４の１，

１５の１，１６の１，１７の１，１８の１，１９，２０の１，２１の１，２２

の１，２３の１，２４の１，２５の１，２６の１，２７から３７まで，３７の

１，３８から４９まで，５０の１，５０の３，５１の１，５１の３，５２から

７６まで及びこれらの区域に介在する道路である公有地の全部並びにこれら

の区域に隣接介在する水路である公有地の全部

田尻大沢字上平柳 ４８の１，４９の１，５０の１，５１の１，５２の１，５３の１，５４の１，

５５の１，５６の１，５７の１，５８の１，５９から６７まで，６８の１，

６９の１，１１１の１，１１１の２，１１２から１１４まで，１１５の１，

１１５の２及びこれらの区域に介在する道路，水路である公有地の全部

田尻大沢字新上平柳 田尻桜田高野字下田 ２８の１，２９，３０，３１の１，３１の２，３２，３３の１，３４の１，

９５の１，９６の１，９７から１０７まで，１０８の１，１０８の２，１０９，

１１０の１，１１１の１，１１２，１１３の１，１１４の１，１１５，１１６

の１，１１７の１，１１８，１１９の１，１２０の１，１２１の１，１２２の

１，１２３，１２４の１，１２５の１，１２６の１，１２７の１，１２８の１

及びこれらの区域に介在する道路である公有地の全部並びにこれらの区域に

隣接介在する水路である公有地の全部

田尻大沢字上平柳 ９の１，１０の１，１１の１，１２の１，１３の１，１４の１，１５の１，

１６の１，１７の１，１８の１，１９の１，２０の１，２１の１，２２，２３

の１，２４の１，２６，２７，２８の１，２９から３８まで，３９の１，３９

の２，４０の１，４０の２，４１から４５まで，４６の１，４７の１，７０の

１，７１の１，７２から８９まで，９０の１，９１から１０９まで，１１０の

１，１１６の１，１１６の２，１１７から１３８まで，１３９の１，１３９の

２，１４０から１５７まで，１５９から１６４まで，１６５の１，１６８の

１及びこれらの区域に介在する道路である公有地の全部並びにこれらの区域

に隣接介在する水路である公有地の全部
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